
提 供 日 2024/10/14

タイトル 静岡県の選挙人名簿登録者数（第50回衆議院議員総選
挙に係る選挙時登録）

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 大場

TEL 054-221-2050

静岡県の選挙人名簿登録者数（令和6年10月14日_第50回衆議院議員総選挙に係る選挙時登録）

　静岡県選挙管理委員会が、令和6年10月14日現在で、県内の選挙人名簿に登録されている者の数について、下記のとおり取りま
とめた。
　選挙人名簿登録は、公職選挙法第22条の規定により、毎年3月、6月、9月及び12月の各1日並びに選挙を行う場合に、各市区町選
挙管理委員会において行うものである。

記

１　県全体の状況（前回衆議院議員総選挙時登録日(R3.10.18)との比較）
区
分

今回選挙時登録
（R6.10.14）　A

前回選挙時登録
（R3.10.18）　B

増減数
（A－B）

前回比（％）
（A/B×100）

男 1,469,221 1,499,855 △30,634 98.0
女 1,519,860 1,552,346 △32,486 97.9国内分
計 2,989,081 3,052,201 △63,120 97.9
男 1,075 1,053 22 102.1
女 1,345 1,260 85 106.7在外分
計 2,420 2,313 107 104.6
男 1,470,296 1,500,908 △30,612 98.0
女 1,521,205 1,553,606 △32,401 97.9合　計
計 2,991,501 3,054,514 △63,013 97.9

２　市区町別、選挙区別の状況
　※静岡県選挙管理委員会のホームページ（午後４時頃に更新予定）を御覧ください。
　　　（http://www.pref.shizuoka.jp/senkan/）

http://www.pref.shizuoka.jp/senkan/


提 供 日 2024/10/15

タイトル 駿河総合高校で「雨水貯留浸透施設設置等補助金啓発
チラシコンテスト」の表彰式が行われます！

担　　当 教育委員会 駿河総合高等学校

連 絡 先 教諭　片瀬美里

TEL 054-260-6688

駿河総合高校で「雨水貯留浸透施設設置等補助金
啓発チラシコンテスト」の表彰式が行われます！

　ビジュアルデザインを学ぶ駿河総合高校の２年次生31人が、静岡市上下水道局の依頼により、雨水貯留浸透施設設置等補助金の
啓発チラシを制作しました。近年増加する浸水への対策となる雨水タンクの設置の補助金制度をPRするために、クライアントであ
る静岡市上下水道局の要望に一つずつ対応しながら、チラシをデザインしました。
　応募者の中から柴田さんが最優秀賞、鈴木さんと竹川さんが優秀賞に選ばれ、静岡市上下水道局から表彰されます。最優秀賞柴
田さんの作品は実際にチラシとなり、広く静岡市の皆様への広報に活用されます。

１　日時
　　令和６年10月22日（火）午前11時から11時30分まで

２　会場
　　静岡県立駿河総合高等学校　会議室
　　（静岡市駿河区有東三丁目４-17）

３　参加者
　　本校２年次生（31人）、静岡市上下水道局若干名

４　問合せ先
　　静岡県立駿河総合高等学校
　　教　諭　　片瀬　美里
　　電　話　　054-260-6688
　　メール　　surugasogo-h@edu.pref.shizuoka.jp

「有徳の人づくり」を進めています。
静　岡　県　教　育　委　員　会　

mailto:surugasogo-h@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2024/10/15

タイトル 【募集開始】令和６年度静岡県職員採用試験
（大学卒業程度）及び静岡県職員（職務経験者）
採用試験を実施します！

担　　当 人事委員会事務局 職員課

連 絡 先 2275

TEL 054-221-2275

【秋募集を大幅拡大！「県職員採用試験」本日から募集開始！！】

令和６年11月に、「大学卒業程度試験」と「職務経験者試験」を実施します！
― 静岡県の未来を創る 静岡未来クリエイター を募集します！ ―

静岡県では、多様化、複雑化する行政ニーズに対応するため、様々な資質・能力を持った人材を求めています。
魅力ある地域づくりや県民生活の安全・安心を支える仕事を通じて静岡県の未来を創る「静岡未来クリエイター」（県職員）を募
集します！

☆今年度は、秋募集の対象職種・公募人数を大幅に拡大し、行政IIも募集職種に追加！
☆大学卒業程度試験の土木では、合格後の名簿の有効期間を『３年』に延長します！
☆試験の申込みは、ふじのくに電子申請サービスで10月15日（火）から11月６日（水）午後５時まで受け付けます！

１　県職員採用試験（大学卒業程度）の概要

※受験可能例
・令和７年４月１日時点で22歳から35歳の人（ただし、短期大学又は大学の卒業年度の前年度以前（大学の場合、３年生以下）に
ある人を除く。）
・令和７年４月１日時点で22歳から35歳の人で、短期大学又は大学の卒業年度の前年度以前にある場合は、中退等により令和７年
４月１日に採用されることができる人

今回の試験のポイント
行政IIは初めての秋募集！特別な公務員試験対策は不要、人物重視の試験です！
土木職は合格後の名簿の有効期間を『１年』から『３年』へ延長します！
理化学鑑識（化学）は久々の募集です！科学捜査研究所で働きたい方はぜひ！



２　県職員（職務経験者）採用試験の概要
今回のポイント

対象職種・募集人数を大幅に拡大、様々な方に受験していただけます！

３　申込方法
　ふじのくに電子申請サービス（https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/）から

４　スケジュール

５　その他
（１）試験の詳細内容は、静岡県職員採用情報のホームページ又は二次元コードの「受験案内」を御確認ください。
（https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/index.html）
（２）各職種の業務内容については、ホームページの『職種ごとの業務紹介』ページ（
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/job/index.html）を参考にしてください。

https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/index.html
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/job/index.html


提 供 日 2024/10/15

タイトル 衆議院小選挙区選出議員選挙立候補届出（午後3時30分
現在）

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 大場

TEL 054-221-2050

令和６年10月27日執行の衆議院小選挙区選出議員選挙における 午後3 時30 分現在の候補者届出状況は以下のとおりです。
　なお、追加等がある場合は、その都度お知らせします。
　また、午後５時経過後に、確定した候補者届出状況をお知らせします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　届出状況
　　１区： ５ 人　　２区：３人　　３区：５人　　４区：２人
　　５区：３人　　６区：３人　　７区：３人　　８区：５人

２　届出場所
　　静岡県庁　別館２階　第１会議室

３　届出締切時刻
　　令和６年10月15日　午後５時



提 供 日 2024/10/15

タイトル 衆議院小選挙区選出議員選挙立候補届出（午後５時確
定）

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 選挙管理委員会事務局

TEL 054-221-2050

　令和６年10月27日執行の衆議院小選挙区選出議員選挙における候補者届出は
午後５時で終了し、届出した候補者は午後3時30分現在から異動はありません。



提 供 日 2024/10/15

タイトル 第50回衆議院小選挙区選出議員選挙政見放送及び経歴
放送の実施

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 政見放送担当（地域振興課地域づくり班

TEL 054-221-2057

令和６年10月27日執行の衆議院小選挙区選出議員選挙について、下記のとおり政見放送及び経歴放送を実施します。

１　政見放送（添付資料のとおり）
（１）テレビによる政見放送
　ア　ＮＨＫ総合テレビ
　　　・令和６年10月18日（金）午前７時25分から午前７時55分まで
　　　・令和６年10月21日（月）午前７時25分から午前７時55分まで
　　　・令和６年10月22日（火）午前７時25分から午前７時55分まで
　　　・令和６年10月23日（水）午前７時25分から午前７時55分まで
　　　・令和６年10月24日（木）午前７時25分から午前７時55分まで

　イ　テレビ静岡
　　　・令和６年10月18日（金）午後２時45分から午後３時45分まで
　　　・令和６年10月22日（火）午後２時45分から午後３時15分まで

　ウ　静岡朝日テレビ
　　　・令和６年10月18日（金）午前９時55分から午前10時25分まで
　　　・令和６年10月21日（月）午前９時55分から午前10時25分まで

（２）ラジオによる政見放送
　ア　ＮＨＫラジオ第一
　　　・令和６年10月22日（火）午後７時30分から午後８時00分まで
　　　・令和６年10月23日（水）午後７時30分から午後８時00分まで
　　　・令和６年10月24日（木）午後７時30分から午後８時00分まで

　イ　静岡放送（ＳＢＳラジオ）
　　　・令和６年10月23日（水）午後８時00分から午後９時00分まで
　　　・令和６年10月24日（木）午後８時00分から午後８時30分まで

２　経歴放送（選挙公報の掲載順序に基づき実施します。）
（１）テレビによる経歴放送
　　ＮＨＫ総合テレビ
　　　・令和６年10月24日（木）午前11時30分から午前11時50分まで

（２）ラジオによる経歴放送
　　ＮＨＫラジオ第一
　　　・令和６年10月18日（金）午前11時05分から午前11時25分まで
　　　　　　　　　　　　　　　午後２時05分から午後２時25分まで
　　　・令和６年10月21日（月）午前11時05分から午前11時25分まで
　　　　　　　　　　　　　　　午後２時05分から午後２時25分まで
　　　・令和６年10月22日（火）午前11時05分から午前11時25分まで
　　　　　　　　　　　　　　　午後２時05分から午後２時25分まで
　　　・令和６年10月23日（水）午前11時05分から午前11時25分まで
　　　　　　　　　　　　　　　午後２時05分から午後２時25分まで
　　　・令和６年10月24日（木）午前11時05分から午前11時25分まで
　　　　　　　　　　　　　　　午後２時05分から午後２時25分まで



提 供 日 2024/10/15

タイトル 静岡県湖西市県議会議員補欠選挙の選挙期日等の決定

担　　当 選挙管理委員会 

連 絡 先 大羽

TEL 054-221-2050

（要旨）

田内浩之氏の辞職により欠員が生じた湖西市選挙区（定数１）における県議会議員補欠選挙の選挙期日等を決定した。

（概要）

令和６年１０月１１日に静岡県議会議長から当委員会に対し、田内浩之氏の辞職により静岡県議会議員に欠員が生じた旨の通知が

あった。

これに伴い、公職選挙法第１１３条第１項第５号の規定により、湖西市選挙区において県議会議員の補欠選挙を行う事由が生じたた

め、本日（１０月１５日）開催した選挙管理委員会において、選挙期日等を下記のとおり決定した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　選挙期日　　令和６年１１月１７日（日）

　　　　　　　　　　　　　湖西市長選挙と同日に選挙

２　選挙期日の告示日　　令和６年１１月８日（金）

３　選挙すべき議員数　　１人
４　開　　　　　　票　　即日開票とする

＜公職選挙法第１１３条第１項第５号の規定＞

県議会議員は、同一選挙区において欠員が２人以上（定数１人の選挙区にあっては１人）に達したときに補欠選挙を行う。



提 供 日 2024/10/15

タイトル 他の模範となる工事の施工会社や技術者を表彰（静岡
県企業局）

担　　当 企業局 水道企画課

連 絡 先 2166

TEL 054-221-2166

令和６年度静岡県企業局優良建設工事等表彰式の開催

最も成績が優秀であった建設工事の施工会社等を企業局長が表彰！

１　趣旨
　静岡県企業局では、建設工事の完成検査時に施工状況等を評定しており、前年度に完成した工事（一定規模以上などの条件あ
り）について、特に優秀な成績を収めた施工会社や技術者を表彰しています。
　今回、昨年度（令和５年度）に完成した111件の対象工事から、最も優秀な成績で他の模範となる工事の施工会社１社と技術者
１名を、企業局長が表彰します。

２　概要
 日　時 令和６年10月24日(木）午後１時30分から午後２時30分（予定）
 会　場 県庁別館９階　特別第二会議室
 式次第 ・表彰対象者の紹介

・表彰状授与　　企業局長表彰２件
・企業局長挨拶
・受賞者代表挨拶（優良工事部門の受賞会社）　
・受賞者代表工事報告（優良技術者部門の受賞技術者）
・記念撮影

 受賞者 ◇優良工事部門
【受賞会社名】　明電舎・明電エンジニアリング特定事業共同企業体
【受賞工事名】　令和３年度［第33-Ｐ8321-01号］
　　　　　　　　遠州水道用水供給事業　都田浄水場　
　　　　　　　　電気設備改築工事
◇優良技術者部門
【受賞技術者名】鈴与建設株式会社　　若山裕亮　氏
【受賞工事名】　令和３年度［第33-Ｐ5402-02号］　
　　　　　　　　静清工業用水道事業 三保線（二）
　　　　　　　　配水管布設替工事（パイプインパイプ工）

３　その他
　東部事務所長表彰（１件）及び西部事務所長表彰（３件）については、ともに令和６年11月６日に各事務所にて開催予定です。



提 供 日 2024/10/15

タイトル 【取材依頼】第２回清水港物流視察会を開催します！

担　　当 交通基盤部 港湾局港湾振興課

連 絡 先 ポートマーケティング推進班

TEL 054-221-3779

　　　　　　　　　　「第２回清⽔港物流視察会」を開催します︕

　清⽔港の利⽤促進を図るため、荷主企業の⽅々を対象とした今年度２回⽬の「清⽔港物流視察会」を開催します。
　普段は⼊ることができない新興津コンテナターミナルなどを視察し、清⽔港をより理解いただくことを⽬的としています。

１　日時　令和６年10月18日（⾦）　11:00〜16:50

２　会場　浪漫館14階（静岡市清⽔区港町２-10-１）ほか

３　内容
　　（１）講義
　　　・清⽔港の概要（静岡県清⽔港管理局）
　　　・税関業務の概要（名古屋税関清⽔税関支署）
　　　・JETROの概要（日本貿易振興機構静岡貿易情報センター）

　　（２）視察
　　　・新興津コンテナターミナル（港湾機能の説明、ターミナルの⾒学）
　　　・物流倉庫の作業視察
　　　・海上視察　等

４　主催
　　 清⽔港ポートセールス実⾏委員会（静岡県、静岡市、清⽔港利⽤促進協会）

５　その他
    ・当日の天候状況により、内容を変更する場合があります。
　　・参加者の募集は終了しています。
　　・取材を希望される場合、⽴⼊制限区域での取材は事前に申請が必要となるため、
　　 10月17日（⽊）正午までに静岡県港湾振興課まで御連絡ください。
　　　＜取材申込先＞
　　　　静岡県港湾局港湾振興課ポートマーケティング推進班
　　　　電話︓054－221－3779　　メール︓kouwan̲shinko@pref.shizuoka.lg.jp

【参考】　※各回とも内容は同じです
回次 開催日

第１回 令和６年９月26日（⽊）※終了
第２回 令和６年10月18日（⾦）←今回
第３回 令和６年11月６日（⽔）
第４回 令和７年１月21日（⽕）



提 供 日 2024/10/15

タイトル 静岡市葵区日向地区の不適切盛土における戒告書の交
付

担　　当 交通基盤部 河川砂防局河川砂防管理課

連 絡 先 河川砂防管理課

TEL 054-221-3028

１　要旨
　静岡市葵区日向の不適切盛土について、静岡県砂防指定地管理条例第３条
第１項の規定に基づき、令和５年４月３日に原状回復命令（監督処分）を発
出したが、事業者は命令に従わなかった。
　当該不適切盛土の土壌汚染対策法の手続きの目途が付き、森林法を所管す
る静岡市と行政代執行に向けた協議が整ったことから、行政代執行法に基づ
く事前手続き・命令の履行の督促として、本日、戒告書を交付した。

   ２　戒告書の概要
　（１）戒告を受ける者
　　　　有限会社富田建材　取締役　富田生一
　（２）戒告の内容
　　  ア 令和６年１１月５日までに、日向地区の砂防指定地内で静岡県知事の
       許可を得ずに、土地の掘削、盛土その他土地の形状を変更した違反行為
       に対する原状回復の実施に当たっての計画書を県知事に提出し、承認を
       受けた上で原状回復の措置に着手すること。
　　　イ 上記期限までに計画書の提出がなされないときは、代執行を行い、こ
       れに要した費用を徴収する。
  （３）戒告日
　　　  令和６年１０月１５日
  （４）根拠条文
　　　  行政代執行法第３条

   ３　今後の予定
　事業者が戒告書の内容に従わなかった場合、代執行令書を交付し、代執行
に係る工事に着手する。



提 供 日 2024/10/15

タイトル 本県の建設マスターが顕彰されます！

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 建設業班

TEL 054-221-3058

建設マスター顕彰　静岡県関係者は10名が受賞

１ 概要
 国⼟交通省は、令和6年度「建設マスター」（優秀施⼯者国⼟交通⼤⾂顕彰）の受賞者を決定し、本県関係者
10名（全国で452名）が受賞することとなりました。

２ 優秀施⼯者国⼟交通⼤⾂顕彰の受賞者（本県関係者）
 

氏名 性
別

職種 勤務先 勤務先所在地

松田 克彦
（まつだ かつひこ）

男 電気⼯ 浜電⼯業（株） 掛川市

飯干 博敏
（いいほし ひろとし）

男 ⼟⼯ (株)宮本組 兵庫県姫路市飾磨区
（静岡県御殿場市在
住）

小川 徹
（おがわ とおる）

男 造園⼯ 良知樹園（株） 焼津市

森野 弘路
（もりの ひろみち）

男 道路標識設置⼯ セイトー（株） 静岡市駿河区

渡邉 重人
（わたなべ しげと）

男 橋梁特殊⼯ （株）みなと 静岡市清⽔区

石間 邦彦
（いしま くにひこ）

男 鋼構造物⼯ ⼤河原建設（株） 島田市

小林 敬司
（こばやし けいじ）

男 舗装⼯ ⼤石建設(株) 榛原郡吉田町

 鷲山 洋一
 （わしやま よういち）

 男  建設機械運転⼯  （株）アキヤマ  磐田市

 山下 孝成
 （やました たかなり）

 男  屋根⼯  （株）山下瓦  浜松市中央区

池谷 裕文
（いけや ひろふみ）

男 配管⼯ 池谷配管⼯業
（有）

浜松市浜名区

３ 顕彰式典
 (1)⽇時 令和６年10⽉18⽇(⾦)午後1時30分〜午後3時10分
 (2)場所 有楽町よみうりホール
      東京都千代田区有楽町1-11-1

※報道関係者に限り当⽇の取材が可能ですが、事前登録が必要です。希望者は、10⽉1６⽇(⽔)午後
4時までに、報道機関名、取材者氏名、連絡先(電話番号・メールアドレス)を国⼟交通省不動産・建
設経済局建設振興課までメール(hqt-kensetsu-master@gxb.mlit.go.jp)で連絡願います。

４ 参考
  ※今後更なる活躍が期待される⻘年技能者である「建設ジュニアマスター」（⻘年優秀施⼯者不動産・建
設経済局⻑顕彰）の受賞者が決定され、全国で121名が受賞することとなりましたが、本県関係者の受賞はあ
りませんでした。

mailto:hqt-kensetsu-master@gxb.mlit.go.jp


提 供 日 2024/10/15

タイトル ～10月収穫のイチゴの見学と講演～　第２回イチゴ研
究成果報告会の開催

担　　当 経済産業部 農林技術研究所企画調整部

連 絡 先 企画調整部

TEL 0538-36-1553

～ 10月収穫のイチゴの見学と講演 ～　　
第２回イチゴ研究成果発表会の開催

静岡県農林技術研究所では、令和３年度から５年度までの３年間で新成長戦略研究課題「首都圏への供給拡大！！
イチゴ生産を革新する「超促成」「超多収」「高収益」システムの開発」を行い、市場ニーズに対応する新たな作型、収穫
量を増大させる革新的栽培技術、省力的で農薬に頼らない新たな病害虫対策を確立しました。

そこで、研究成果の速やかな普及を図るため８月に実施した研究発表や現地の実例紹介に続き、今回は研究ほ場で
収穫時期のイチゴ果実を見てもらうとともに光合成の最大化や害虫防除などの新たな講義内容を追加した研究成果発表
会を開催します。

(概要)
１　日　時　令和６年10月23日（水）　午後1時～４時30分まで
　
２　場　所　静岡県立農林環境専門職大学A416会議室　
　　　　　　　静岡県磐田市富丘678-1
　　
３　参加者　静岡県内イチゴ生産者、JA営農指導員、県普及指導員、学生等100名程度

４　内　容　13:00～15:30　WEB併用（講義のみ）
「きらぴ香超促成作型（10月収穫）の開発について」 
　　　栽培技術：野菜生産技術科　主任研究員　秋山光雅
　　　果実品質：加工技術科　研究主幹　小杉徹
「省力化及び病害低減化のためのきらぴ香未分化定植本ぽ増殖法　の開発」     
    　栽培技術：野菜生産技術科　上席研究員　望月達史
　　　病害防除：植物保護・環境保全科　主任研究員　片山紳司
「収量増加のための光合成最大化ナビゲーション」
　　　次世代栽培システム科　主任研究員　大石直記
「イチゴ害虫　アザミウマ類の防除」
　　　植物保護・環境保全科　上席研究員　中野亮平
15:30～16:30ほ場視察　超促成栽培、クラウン冷却システム等　
16:30閉会



提 供 日 2024/10/15

タイトル 病院の中堅薬剤師の研修会を開催します。

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬事課

TEL 054-221-2412

        ～病院間の連携や施設を超えた横の繋がりづくりを
          通して病院薬剤師のやりがいをさらに高めます～

　本県では、薬剤師、特に病院薬剤師の偏在・不足の解消のため、今年度から薬剤師確保に向けた種々の事業を実施しています。
　その事業の１つである病院合同研修会では、静岡県病院薬剤師会への委託事業として、病院間連携や施設を超えた横の繋がりを
持つことによる士気向上を目的とし
て、病院薬剤師を対象とした研修会を行っています。
　第２回となる今回の研修会では、仕事に悩みを抱きやすい中堅薬剤師（薬剤師歴５～６年目の病院薬剤師）を対象とした研修会
を開催します。

１ 日時　令和６年10月20日（日）午前９時４５分から午後５時４０分まで

２ 会場　レイアップ御幸町ビル CSA会議室（６－D会議室）
        （〒420-0857 静岡県静岡市葵区御幸町11-8） 
３ 対象　薬剤師歴５～６年目の病院薬剤師 （受講者30名程度）

４ プログラム　
　研修１：仲間の経験を聞いてみよう　10:00～11:30 
 　　　　 司会：静岡県病院薬剤師会 学術部 副部長 望月敬浩 先生 
　・講演１：　『 仕事と子育て 』
　　　　　　　　講師：社会医療法人駿甲会 コミュニティーホスピタル甲賀病院 
　　　　　　　　薬剤科 豊田真歩 先生 
　・講演２：　『 認定取得に向けての道のりと今後の取り組み 』
　　　　  　　　講師:浜松医療センター 薬剤科 外山未来 先生 
　・講演３：　『 リーダーシップ、意識してますか？ 』
        　　　　講師:静岡赤十字病院 薬剤部 阿部純也 先生 
　特別講演１：『 中堅・リーダー薬剤師として、
　　　　　　　　ビジネスパーソンとして輝いていくために 』11:45～12:30 
        　　　　講師：静岡県病院薬剤師会 常任理事 川上純一 先生 

　研修２：組織の中での活躍する薬剤師（ワールドカフェ）13:00～16:30
　特別講演２：『 地域医療に貢献する薬剤師
　　　　　　　　 －期待される職能と役割－ 』16:45～17:30
　　　　　　　　座長：静岡県病院薬剤師会 会長 渡邉 学 先生
        　　　　講師：日本病院薬剤師会 会長 武田泰生 先生

（参考）
第１回研修会 
新人研修会
日時：令和６年８月４日（日）午前９時５５分から午後５時３０分まで
場所：レイアップ御幸町ビル CSA会議室（５－D会議室）
        （静岡市葵区御幸町11-8） 
対象：入職１年目から３年目の職員



提 供 日 2024/10/15

タイトル 小林製薬株式会社の紅麹を含む健康食品に関する情報
について（第49報）

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3358

－危機管理情報－

１ 概要

大阪市が令和６年３月27日に回収を命じた小林製薬株式会社の紅麹原料を使用した健康食品について、静岡県内でも関連が疑われる患

者がこれまで確認されています。４月以降に発症した患者は、現時点では確認されておりませんが、引き続き、 これらの 製品 の 使用 の 中止及

 び 無症状 でも 最近 まで 使用 していた 方 の 医療機関 の 受診 をお 願 いします 。

 また 、 健康被害 が 確認 された 場合 は 、 最寄 りの 保健所 に 連絡 をしてください 。

２　回収命令の対象食品（現在、静岡県内で販売されていない）　

（１）紅麹コレステヘルプ

（２）ナイシヘルプ＋コレステロール （販売地域：北陸地区）

（３）ナットウキナーゼさらさら粒ＧＯＬＤ （販売地域：広島県）

３ 静岡県内の健康被害状況（10月７日～10月13日）

静岡県内で、前週、関連が疑われる患者が１人確認されました。

患者は上記（１）紅麹コレステヘルプを使用していました。

静岡県 静岡市 浜松市 合計

前週新規

（10/7～10/13）
０ (０) ０ (０) １ (０) １ (０)

患者数

累計 49（４） 15（２） 27（２）  91（８）

　 *  健康被害が疑われたことにより、県及び政令市が国に報告した人数、（　）は入院

４ その他

　　次回は10月21日に、10月14日から10月20日の健康被害状況についてお知らせします。

　　静岡県の健康被害状況、自主回収情報等は衛生課のホームページでお知らせします。

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/eiseiyakuji/shokuanzen/kohyo/1062481.html
この他、小林製薬株式会社が製造した紅麹原料に関連した食品のリコール情報については、厚生労働省ホームページを参照ください。

 　  https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/daietto/index.html

５　県内保健所一覧

賀茂健康福祉センター（賀茂保健所）　　 0558-24-2054

熱海健康福祉センター（熱海保健所）　　 0557-82-9116

東部健康福祉センター（東部保健所）　　 055-920-2102

御殿場健康福祉センター（御殿場保健所） 0550-82-1223

富士健康福祉センター（富士保健所）　　 0545-65-2154

中部健康福祉センター（中部保健所）　　 054-644-9283

西部健康福祉センター（西部保健所）　　 0538-37-2245

静岡市保健所　　　　　　　　　　　　　           054-249-3161

        浜松市保健所　　　　　　　　　　　　　           053-453-6114　

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/eiseiyakuji/shokuanzen/kohyo/1062481.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/daietto/index.html


提 供 日 2024/10/15

タイトル メディメッセージ2024を開催します

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 医師確保班

TEL 054-221-2868

ツインメッセ静岡にて「メディメッセージ2024」を開催！

―静岡県内の医療関係者が医療の担い手づくりのために力を合わせます―

　
　本県の人口10万人あたりの医師数及び看護職員数は、それぞれ全国39位及び38位であり、医師・看護師の確保や育成の取組が急
務となっています。
　メディメッセージ2024実行委員会では、静岡県内の各医療職種・医療関係団体が協力し、未来の地域医療を担う子どもたちに、
本物の医療機器の体験や経験豊富な医師との交流等を通し、積極的に医療の魅力に触れてもらうイベントを静岡市内で開催しま
す。
　
１　開催の目的
　　地域の医療環境について理解を図り、医療分野の担い手づくりに貢献する。

２　開催の概要
　　開催日時 2024年10月26日（土）・27日（日） 10:00～16:30
　　会　  　場 ツインメッセ静岡　南館大展示場（静岡市駿河区曲金３ー１ー10）
　　主　　  催 メディメッセージ2024実行委員会
　　　　　　     （静岡県、一般社団法人静岡県医師会、公益財団法人ふじのくに医療城下町
　　　　　　　　　推進機構ファルマバレーセンター、協和医科器械株式会社、株式会社アル
　　　　　　　　　バース）
　
＜内容＞
 内視鏡、超音波検査、心臓カテーテルなど、検査や治療機器の操作体験
 看護やリハビリ、食事バランスや119番通報など、医療に関わる学びの体験
 オペ室を再現したスペースにて行われる現役医療チームによる腹腔鏡手術の実演
 現役ドクターによる心臓カテーテルの解説と実演
 様々な職種からみた、医療の仕事について語る「トークライブ」の開催　など

　
・会場内にはオペ室が再現され、本物の医療機器が多数揃います。
・現役の医療従事者が来場者の方を迎え入れ、医療の知識や技術について伝えます。

※ホームページURL：https://medi-message.com/

https://medi-message.com/


提 供 日 2024/10/15

タイトル 商品の売り上げの一部を「静岡県こどもの居場所応援
基金」に寄附するプロジェクトの開始

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども家庭課

連 絡 先 ひとり親支援班

TEL 054-221-2365

商品の売上げの一部を「静岡県こどもの居場所応援基金」に寄附するプロジェクトの開始

　このたび、大正製薬株式会社（東京都豊島区）が、商品の売上げの一部を「静岡県こどもの居場所応援基金」(※)に寄附する
「子どもたちのみらいのために　未来応援プロジェクト2024」を開始することになりました。

１　対象期間　令和６年10月16日（水）から12月15日（日）まで

２　対象店舗　杏林堂薬局　静岡県内全店舗　　

３　寄附金額　対象期間中の対象店舗におけるリポビタン各種製品の売上げの１パーセントに当たる金額

４　プロジェクトの詳細　別添「大正製薬株式会社 NEWS RELEASE」

※「静岡県こどもの居場所応援基金」について
　学校や家庭以外で、こどもが安心して過ごすことができる、こども食堂などのこどもの居場所づくりの取組を促進するため、県
が受領したふるさと納税や寄附金等をもとに、社会福祉法人静岡県社会福祉協議会で「静岡県こどもの居場所応援基金」を造成
し、県内のこどもの居場所の活動資金に対して助成するものです。



提 供 日 2024/10/15

タイトル 「SHIZUOKA INBOUND TOURISM INNOVATION  2024」ス
タート

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光振興課

連 絡 先 観光振興班

TEL 054-221-3637

「SHIZUOKA INBOUND TOURISM INNOVATION 2024」スタート
～インバウンド観光における課題をスタートアップと一緒に解決～



提 供 日 2024/10/15

タイトル 　【取材依頼】黄金ＫＡＩＤＯプロジェクト　砂金採
り大会を実施します!

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光振興課

連 絡 先 杉山

TEL 054-221-3734

【取材依頼】黄金KAIDOプロジェクト　砂金採り大会を実施します！

新潟県、長野県、山梨県及び静岡県による中央日本四県では、佐渡（新潟県）と土肥（静岡県）を結ぶ海路と高速道路のルートを「黄
金KAIDO」とネーミングし、

官民が連携して、誘客・周遊促進を図っています。
この度、黄金にちなんだ体験型のイベントの開催による賑わいの創出と黄金にまつわる歴史的背景を学ぶ機会を目的に、静岡県内

の小学生を対象とした
「黄金ＫＡＩＤＯ杯」砂金採り大会を開催します。

１　日　程　令和６年10月26日（土）　

２　参加者　静岡県内西部、中部、東部　小学３年生～６年生と保護者　各発地40名　合計120名

３　行　程
　

行程

浜松駅(8:00)、静岡駅(9:15)、三島駅集合(8:45)　バス　＝＝　清水港(10:35)　～　

駿河湾フェリー乗船(操舵室の見学)　＝＝　土肥港(11:50)　バス　＝＝　土肥金山着(12:00)　

昼食・・　坑道、資料館を見学　・・　砂金採り大会　・・　表彰式

土肥金山出発(16:00)　＝＝　バス　三島駅着(17:15)、静岡駅着(18:30)、浜松駅着(19:30)　　　

＊駿河湾フェリーが欠航した場合、陸路の移動となります。

　４　取材案内

　以下のとおり、取材が可能です。

区　分 内　容
日　時 令和６年10月26日（土）10:35～16:00
場　所 駿河湾フェリー船内、土肥金山（静岡県伊豆市）

備　考

フェリー船内での操舵室の見学や砂金採り大会の様子の撮影が可能です。
取材を希望する場合は、10月23日(水）17時までに、静岡県観光振興課に、
電話かメールで社名と取材人数をお知らせ下さい。
電話番号：054-221-3734
メール：kankou3@pref.shizuoka.lg.jp
悪天候などによる中止の判断は、前日の17時までに決定します。

mailto:kankou3@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/10/15

タイトル 大学生と小学生が大学での学びをテーマに交流する
「大学生出張講座」を実施！
10/23　富士市立富士見台小学校

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局大学課

連 絡 先 大学・学術班

TEL 054-221-3749

大学生と 小学生が大学での学びを テーマに交流する
「 大学生出張講座」 を 実施！

 10/23  富士市立富士見台小学校

　公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアムでは、小中高大連携の一環として静岡県
内の大学生グループが小中学校、高校に出向き、児童や生徒が知りたい内容をテーマに、大学
での学びや小中学校時代の経験を紹介する交流会を行っています。
　日頃の学校生活では経験できない、大学生との双方向の交流を行う講座です。

１ 　 概　 要
（１）富士市立富士見台小学校

日　時 参加者 テーマ

10月23日（水）
13:05～13:50 

小学６年生44人
大学生７人程度

「大学生の生活や今後の進路について」
（グループワーク形式）

２ 　 お問合せ
【 事業の概要】

公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアム
担　当 松村
電　話 054-249-1818 ※当日の連絡先 090-6205-8457
〒420-0839　静岡市葵区鷹匠3-6-1 もくせい会館２階

【 当日の実施内容について】
一般社団法人静岡県大学出版会
担　当 鈴木　
電　話 090-9171-3829

※取材を希望される場合、前日までに担当者（松村：054-249-1818）あて御連絡ください。



提 供 日 2024/10/15

タイトル 【開催中止】裾野市が交通死亡事故ゼロ連続400日を達
成！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

裾野市が交通死亡事故ゼロ連続４００日を達成！

静岡県交通安全対策協議会（会長:知事）が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　交通安全優良市町表彰を行います。

静岡県交通安全対策協議会（会長：知事）は、長期間に渡る交通死亡事故ゼロを達成した市区町を表彰しています。
　このたび、令和６年１０月１日（火）をもって裾野市が交通死亡事故ゼロ連続４００日を達成したことから、下記のとおり表彰状の伝達式を行い
ます。

※　裾野市の受賞は、本表彰制度の創設（平成３年６月）から７回目となります。

※重体事故発生のため、表彰式の開催を中止します。（10月15日16時変更）
　
１　表彰式の概要
（１）日時
　　　 令和 ６ 年 １０ 月 １６ 日 （ 水 ） 午前 １１ 時開始 （ 概 ね ２０ 分間 ）　※開催中止
（２）場所
　　　裾野市役所３階　市長室（裾野市佐野１０５９）
（３）出席者

裾野市長　　　　　　　　　村田　悠　（むらた　　はるかぜ）
裾野警察署長　　　　　　清水　正純（しみず　　まさよし）

　　　　県くらし交通安全課長　　入戸野　明（にっとの　　あきら）　ほか

２　静岡県交通安全対策協議会優良市町表彰基準　

市区町の区分
　交通死亡事故ゼロ連続日数

【達成後は、下記日数の倍数で表彰を行います。】
　人口１５万人以上 　　　２００日
　人口８万人以上１５万人未満 　　　３００日
　 人口 ４ 万人以上 ８ 万人未満 　　　 ４００ 日
　人口２万人以上４万人未満 　　　５００日
　人口２万人未満 　１，０００日
　※　 裾野市 　 人口 ４８, ７９０ 人（令和６年１月１日現在）
　※　静岡市及び浜松市については、区ごとに表彰を実施しています。

３　その他
    表彰状の伝達式前に交通死亡事故が発生した場合は、表彰状の伝達を中止する
　ことがあります。

参加者募集告知　　　催事等の当日取材　　　実施事業等の紹介　　　調査結果の公表



提 供 日 2024/10/15

タイトル 静岡県立中央図書館において
企画展示「犯罪被害者週間」を開設します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 くらし安全班

TEL 054-221-3715

11月25日～12月1日の「犯罪被害者週間」に合わせ

静岡県立中央図書館において

企画展示「犯罪被害者週間」を開設します！

犯罪被害者の置かれている状況や支援の大切さなど、犯罪被害者等支援に関する理解を深めるため、静岡県立中央図書館において企画
展示「犯罪被害者週間」を開設します。

１　開催内容

日　程
　令和６年11月６日（水）～12月１日（日）

　（図書館休館日　11月11日、18日、29日を除く）

時　間
　土・日・月・火・休日　　　9：00～17：00
　水・木・金　　　　　　　　　9：00～19：00
　（休日：国民の祝日、振替休日、国民の祝日に挟まれた日）

場　所
　静岡県立中央図書館　２階　インフォメーションコーナー

　（静岡市駿河区谷田53－１）

展示内容

・犯罪被害者の抱える問題や支援の重要性などが分かるパネルやポスター

・蔵書リストの紹介展示

・犯罪被害者・御遺族、支援に携わった警察官等の手記冊子の配布

２　主　催

静岡県（くらし交通安全課・静岡県立中央図書館）及び静岡県警察本部

３　取材の事前連絡

　　現地取材を希望される場合は、取材日直近の開庁日正午までに上記担当班まで御連絡ください。

４　昨年の展示状況　　　　　　　　　　　　　　　



提 供 日 2024/10/15

タイトル 県民税市町交付金の算定誤り

担　　当 経営管理部 税務課

連 絡 先 税務課

TEL 054-221-2850

（要　旨）

　県民税市町交付金（配当割、利子割、株式等譲渡所得割）について、令和元年度から令和６年分（８月交付分）の交付額算定に誤りがあっ

た。過不足分については、地方税法施行令の規定により、次回交付時（配当割及び利子割は12月、株式等譲渡所得割は７年３月）に精算を

行う。

（概　要）

１　事実経過
R6.8.20 令和６年８月交付分（配当割及び利子割）の財務事務所への令達決裁時に

おいて、交付基準額の算定誤りが発覚。

R6.8.23 市町ごとの過不足額を算定。

R6.10.7 全市町へ算定誤り通知

２　原因と内容
　(1) 原因

ア　平成30年度の県民税の政令市への税源移譲に伴い、県民税の交付金の算定基準が変更となったが、計算方法を誤り、令和元年度
以降政令市分が過大となり、政令市を除く市町の分が過少となっていた。

イ　令和元年度の浜松市分及び令和２年度の静岡市分において、計算上の誤りがあった。
ウ　算定方法が複雑で、これまで誤りに気が付かなかった。

　(2) 内容
配当割 利子割 株式等譲渡所

得割
要調整額計

静岡市 20,000円 △8,000円 46,000円 58,000円

浜松市 △763,000円 △73,000円 △1,001,000円 △1,837,000円
政令市以外
計

741,000円 80,000円 960,000円 1,781,000円

３　再発防止策
(1) 交付基準算定マニュアルの作成

今回の誤りの原因として、算定における計算方法が複雑であること及び政令市が６月に行う前年度分の精算において正しく調整できな
かったことが挙げられる。このため、算定方法を体系化したマニュアルを作成し、誰もが確認できるようにする。

(2) 交付金算定事務におけるチェック体制の確立
これまで交付基準の算定は個人県民税担当者のみで行っており、他の職員に交付金算定方法の知識が共有されず、誤りの発見・指

摘がされにくい状況にあった。このため、交付金の担当者も交付基準の算定方法を把握し、個人県民税担当者が算定した基準表につい
て、交付金担当者を含めた体制で確認することとする



提 供 日 2024/10/15

タイトル 「逢初川土石流災害に係る行政対応庁内検証委員会」
の議事録等の公表

担　　当 経営管理部 総務課

連 絡 先 総務班

TEL 054-221-2968

　令和５年度に開催した「逢初川土石流災害に係る行政対応庁内検証委員会」(以下「庁内検証委員会」という。）の全３３回の
会議のうち、第１回から第４回までの会議おける委員への配付資料及び議事録を公表します。

１　公表日時

　　令和６年10月15日（火）　15時

２　公表資料　　　

　・庁内検証委員会の会議（第１回から第４回まで）における委員への配付資料

　・議事録（第１回から第４回まで）

　
（各会議の概要）
回 期日 会議等の概要

１
令和５年

７月19日（水）

・県の行政対応の再検証作業の実施の経緯等の説明
・県の行政対応の再検証に当たって基本姿勢の説明
・庁内検証委員会設置要綱の承認
・特別委員会から提起された新たな論点の説明
・検証の進め方等の説明

２ 令和５年
７月26日（水）

・各法令に係る県の行政対応に関する事実関係等の説明
　（廃棄物処理法を除く５法令）

３
令和５年

８月９日（水）
・各法令に係る県の行政対応の事実関係等に関する意見交換➀
　（砂防法、都市計画法）

４ 令和５年
８月16日（水）

・各法令に係る県の行政対応の事実関係等に関する意見交換➁
　（森林法）

３　公表方法

　　県ホームページにおいて公表します。

　（公表先URL）
　　https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/1057427/1058640/1066675/index.html

４　その他
　　第５回以降の会議における委員への配付資料及び議事録については、今後４回
　程度に分割し、年内に順次公表してまいります。
　　（公表の都度、報道提供いたします。）

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/1057427/1058640/1066675/index.html


提 供 日 2024/10/15

タイトル 【訂正】令和７年度当初予算編成要領

担　　当 知事直轄組織 政策推進局財政課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-2032

※要旨部分の表記に誤りがありました。（本文訂正済）。詳しくは本文ＰＤＦをご覧下さい。（10/16 16時訂正）

１　要旨
　本日、政策推進担当部長から、各部局長、教育部長、警察本部長、企業局長、がんセンター局長に対して、令和７年度当初予算
の編成要領を通知
した。

２　本文
　
　令和７年度当初予算編成要領（通知）

　人口減少社会の更なる進行や、生成ＡＩなどのデジタル技術の急速な革新、地球規模での気候変動、国際情勢の不安定化など、
社会経済情勢が急激に変化する中、本県が直面する課題に的確に対応することが求められている。加えて、新しい時代を切り拓く
ため、前例やこれまでの常識にとらわれず、将来を見据えた新たな施策にも、柔軟かつ迅速に取り組む必要がある。
　令和７年度当初予算編成に当たっては、このような行政需要に的確に対応し、「幸福度日本一の静岡県」の実現に向けて、人口
減少対策、本県産業を牽引する活力の創造、全ての県民が安心・安全に暮らせる静岡県づくりなどの施策を推進する。
　一方、現時点の来年度予算の収支試算では、今年度並みの一般財源総額を確保できるものの、社会保障関係経費をはじめとする
義務的経費や投資的経費の増加等により、令和６年度当初予算を上回る６２０億円程度の財源不足が見込まれている。
これまで、各部局の協力を得て財政健全化の取組を進めてきたにもかかわらず、３年連続で財源不足額が５００億円を超えること
となる。加えて、この財源不足額の水準は、リーマンショック時に相当する大変厳しいものである。
　知事のもと、「幸福度日本一の静岡県」を目指し、本県の発展に向けた積極的な取組を行うことは、不可欠である。同時に、そ
の取組を実施するために、持続可能で健全な財政基盤を確保していくことも、また、大変重要である。
　各部局長におかれては、この状況を、改めて、十分に認識していただきたい。
　こうした厳しい財政状況の中、将来世代に対して責任を持ち、過度な負担を残さない健全な財政運営を実現するため、「税金は
１円たりとも無駄にしない」、「最小の経費で最大の効果を挙げる」という基本的な考え方のもと、歳出のスリム化と歳入の確保
を徹底する。
　特に、歳入確保について、まず、国庫支出金等の財源活用を検討することを、改めて、徹底していただきたい。その上で、こう
した財源が活用できない場合において、はじめて、県の一般財源を使うこととしていただきたい。
　各部局においては、部局調整案の提出に当たり、こうした点を十分に認識するとともに、国の予算編成の動向等にも留意した上
で的確に対応するよう通知する。

第１　基本方針

１　「幸福度日本一の静岡県」の実現に向けて、人口減少対策、本県産業を牽引す
　　る活力の創造、全ての県民が安心・安全に暮らせる静岡県づくりなどを推進す
　　る。

２　「税金は１円たりとも無駄にしない」という基本的な考え方のもと、徹底した
　　歳出のスリム化と歳入の確保に取り組むことで、将来を見据えた健全な行財政
　　運営を実現する。

第２　予算編成における取組

１　「幸福度日本一の静岡県」を実現する新たな施策の推進（財源の重点配分）
（１）チャレンジ事業
　　　本県が直面する課題解決に向け、時代を先読みした新たな取組を「チャレン
　　ジ事業」として、事前の知事協議を経た上で、所要額による部局調整案の提出
　　を可能とする。
　　　複数年度にわたる予算計上を念頭に置くほか、該当所属における事業量の増
　　加を踏まえ、職員の配置を含めた対応を図る。

（２）重点課題推進枠
　　　「幸福度日本一の静岡県」の実現に向け、戦略的政策展開の指定テーマに基
　　づき、各部局が重点的に実施する取組（新規、拡充事業に限る）は、所要額に
　　よる部局調整案の提出を可能とする。

　＜指定テーマ＞
　　１　人口減少対策
　　（１）抑制対策
　　（２）適応対策
　　２　本県産業を牽引する活力の創造
　　３　全ての県民が安心・安全に暮らせる静岡県づくり

２　財源不足への対応
　　極めて厳しい財政状況に陥りつつある中、将来を見据えた健全な行財政運営に
　取り組みつつ、新たな行政課題に着実に対応するため、歳出のスリム化と歳入確
　保を徹底する。
（１）部局の事業見直し
　　　近年の新規事業の総点検など徹底した事業のビルド・アンド・スクラップ、
　　決算状況等を踏まえた計上額の適正化、国庫支出金、外部資金等の歳入確保



　　など、部局調整案の提出に先駆けて実施している歳出・歳入の見直しの成果
　　に加え、さらなる見直しを行った上で提出する。
（２）予算編成過程における財源確保等
　　　全ての事業に対して聖域を設けることなく、予算編成過程の中で、計上額
　　を精査する。
（３）基金の活用
　　　本年度の歳入確保、歳出の見直しにより捻出された財源を、令和６年度２
　　月補正予算において財政調整用基金に積み増し、令和７年度の財源不足に活
　　用する。

３　活用可能基金の確保
　　令和８年度以降の財政運営に備え、一定程度の基金残高を確保する。
　　・翌年度以降活用可能な基金残高　５０億円程度

４　県債（通常債）残高の抑制
　　令和６年度に引き続き、新規発行額を償還額の範囲内に抑制する。

５　留意点
　　今後の国の予算編成の動向や地方財政対策、本県の税収の状況等によっては、
　予算編成全体のフレームを見直す場合があるので、留意すること。

第３　部局調整案提出基準

　部局調整案の提出基準は、以下のとおりとする。
　所要額により提出する事業は、経費を十分に精査し、真に必要な額とすること。
　また、財政健全化に向けて、徹底した歳出と歳入の見直しを図るため、枠配分
方式を廃止し、シーリング方式を導入する。

区 分 提出基準

・チャレンジ事業  事前の知事協議を踏まえた所要額
別枠事
業

・重点課題推進枠  所要額

・義務的経費
・義務的経費に準ずる経費
・税収関連法定経費
・年次計画経費（債務負担）

 所要額

・政策的経費
・年次計画経費（債務負担以外）  別に示す部局ごとの一般財源を上限とする

・一般公共・直轄  別に示す提出基準による

（注）義務的経費に準ずる経費及び年次計画経費（債務負担）の一般財源削減額について、部局調整案の提出前に財政課と協議の
上、政策的経費及び年次計画経費（債務負担以外）の一般財源の上限に加えることもできる。



提 供 日 2024/10/15

タイトル 令和６年度12月補正予算編成要領

担　　当 知事直轄組織 政策推進局財政課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-2032

１　要旨

　本日、政策推進担当部長から、各部局長、教育部長、警察本部長、企業局長、がんセンター局長に対して、令和６年度12月補正
予算の編成要領を通知した。

２　本文

　令和６年度12月補正予算編成要領（通知）
　
　下記の経費について、補正予算で対応することとしたので、予算調整案を提出するよう通知する。
　
　　（１）補正予算案の提出項目
　　　　　当初予算編成後の事情変化により必要となった経費
　
　　（２）その他
　　　　　国が現在取りまとめを進めている経済対策に呼応した予算措置について
　　　　は、別途通知する。



提 供 日 2024/10/15

タイトル ピクテ・ジャパン株式会社からの寄附金寄贈と感謝状
贈呈式の開催

担　　当 知事直轄組織 政策推進局総合政策課

連 絡 先 知事直轄組織政策推進局総合政策課総合政策班

健康福祉部生活衛生局衛生課動物愛護班

TEL 総合政策班:054-221-3285

動物愛護班:054-221-2347

ピクテ・ジャパン（株）からの寄附金寄贈と感謝状贈呈式の開催について

１　要　旨
　ピクテ・ジャパン株式会社から企業版ふるさと納税制度を活用して、御寄付をいただきました。寄附金については、「（仮称）
静岡県動物愛護センター整備」に活用させていただきます。
　同社に対し、増井副知事から感謝状を贈呈します。

＜（仮称）静岡県動物愛護センター整備について＞
項　目 内　　　　　　容

寄附金充当先 （仮称）静岡県動物愛護センター整備

取　組

・動物愛護のシンボルとなる（仮称）静岡県動物愛護センター施設整備
を県立富士見学園の跡地施設を利活用して行い、令和７年度の開所を
目指す。

・「動物の命をつなぐための拠点」、「普及啓発の拠点」、「ボランティア
支援、育成の拠点」、「災害時動物対策の拠点」の４つの役割を担い、
県民が訪れやすく、愛される施設とする。

２　寄附金拠出企業
項　目 内　　　　　　容

企業名 ピクテ・ジャパン株式会社

本社所在地 東京都千代田区丸の内

従業員数 127名（2024年3月末現在）

事業内容 投資信託運用

国内事務所 東京オフィス（本社）、大阪オフィス

３　感謝状贈呈式

　　（１）日　時　　令和６年10月23日（水）16時00分から　
　　（２）場　所　　県庁東館５階　増井副知事室



提 供 日 2024/10/16

タイトル 駿河総合高校で静岡大学学生による防災授業が行われ
ます！

担　　当 教育委員会 駿河総合高等学校

連 絡 先 教諭　青嶋一浩

TEL 054-260-6688

駿河総合高校で静岡大学学生による防災授業が行われます！

　駿河総合高校では、総合的な探究の時間において、安倍川流域の地形・社会特性をふまえた水害リスクとその対策に関して、国
土交通省静岡河川事務所と協働で作成したテキストを使った授業を実施しています。
　今回は、国土交通省静岡河川事務所の取組の一環として、２年次生全員に向けて、安倍川流域の地形・社会特性について高校生
にイメージをもってもらうための防災授業（静岡大学学生によるサポーター授業）を実施します。
　学んだ内容は、今後の学習に生かしていきます。

１　日時
　　令和６年10月21日（月）15時20分から16時10分まで

２　会場
　　静岡県立駿河総合高等学校
　　（静岡市駿河区有東三丁目４-17）

３　参加者
　　本校２年次生（230人）

４　問合せ先
　　静岡県立駿河総合高等学校
　　教　諭　　青嶋　一浩
　　電　話　　054-260-6688
　　メール　　surugasogo-h@edu.pref.shizuoka.jp

「有徳の人づくり」を進めています。
静　岡　県　教　育　委　員　会　

mailto:surugasogo-h@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2024/10/16

タイトル 静岡県議会議員補欠選挙に係る立候補予定者説明会の
開催

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 大場

TEL 054-221-2050

令和6年11月17日執行予定の静岡県議会議員補欠選挙（湖西市選挙区）に
係る立候補予定者説明会及び立候補届出書類事前審査を次のとおり開催します。

１　立候補予定者説明会
（１）日時
　　　令和6年10月21日（月）午後1時30分から3時30分まで
（２）場所
　　　湖西市役所　防災センター
（３）次第　　
　　・選挙運動用自動車について　　　（ 静岡県警察本部 ）
　　・選挙郵便物について　　　　　　（日本郵便株式会社）
　　・候補者の日程等について　　　　（県選挙管理委員会）
　　・立候補の届出について　　　　　（　　　 〃　 　　）
　　・選挙運動及び各種届出について　（　　　 〃　 　　）
　　・選挙公報について　　　　　　　（　　　 〃　 　　）
　　・選挙公営について　　　　　　　（　　　 〃　 　　）
　　・選挙運動費用の収支報告について（　　　 〃　 　　）
　　・政党その他の政治活動を行う団体の政治活動
　 　 及び確認団体の事務について　　（　　　 〃　　　 ）
２　立候補届出書類事前審査
（１）日時
　　　令和6年10月31日（木）午前10時から（予定）
（２）場所
　　　湖西市役所　湖西市選挙管理委員会事務局内
　　　（所在地：湖西市吉美3268）



提 供 日 2024/10/16

タイトル 建設業者に対する監督処分

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 建設業班　望月

TEL 054-221-3058

建設業者に対して監督処分を行いました。

１　処分を受けた者
　　商　　号 有限会社浜名総業
　　所 在 地 浜松市中央区湖東町3469番地
　　許可番号 静岡県知事一般建設業許可第38528号
　　許可業種 土木工事業、とび・土工工事業

２　処分内容
　　建設業に関する営業のうち、民間工事であって補助金等の交付を受けていないもの
　の営業停止
　　※「民間工事」とは、「国、地方公共団体、法人税法（昭和40年法律第34号）別表
　　　第一に掲げる公共法人（地方公共団体を除く。）又は建設業法施行規則（昭和　
　　　24年建設省令第14号）第18条に規定する法人が発注者である建設工事又は民間資
　　　金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律（平成11年法律第　　
　　　117号）第２条第２項に規定する特定事業に係る建設工事」以外の建設工事をい　
　　　い、「補助金等」とは、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律（昭和
　　　30年法律第179号）第２条第１項に規定する補助金等及び同条第４項に規定する間
　　　接補助金等並びに地方公共団体の交付する給付金でこれらに類するものをいう。

３　営業停止期間
　　令和６年10月31日～令和６年11月６日（７日間）

４　処分理由
　　有限会社浜名総業の役員等は、産業廃棄物である木くず等合計約39.7キログラム　
　を、浜松市中央区湖東町3469番地の自社の資材置場で焼却したことにより起訴され、
　廃棄物の処理及び清掃に関する法律等に基づき、法人が罰金30万円、取締役が罰金　
　30万円の略式命令を受け、その刑が確定した。
　　このことが、建設業法第28条第１項第３号（他法令違反）に該当すると認められる
　ことから、静岡県建設業者の不正行為等に対する監督処分の基準により、建設業法第
　28条第３項の規定に基づき７日間の営業停止処分を行う。

５　その他
　　営業停止処分と同日付けで、同社代表取締役及び取締役に対しては、建設業法第
　29条の４第１項の規定に基づき、３の営業停止期間と同期間の営業禁止処分を行う。



提 供 日 2024/10/16

タイトル 中小企業向けテレワーク導入促進セミナー参加者募集
中！

担　　当 経済産業部 就業支援局労働雇用政策課

連 絡 先 労働政策班　渡邉・川島

TEL 054‐221‐2334､2338

中小企業向けテレワーク 導入促進セミ ナー 参加者募集中！

静岡県では、多様な人材が活躍できる就労環境の整備の一環として、県内企業のテレワーク導入を支援するため、現場を抱える製造業

やサービス業、福祉業等を対象としたオンラインセミ ナーを全３回開催します。

第2 回目となる今回は、「医療・福祉、卸売・小売、サービス」業界を対象に、接客や対面の業務がある業種であっても、テレワークの導入

が実現可能であることをお伝えするとともに、同業の先進企業が、業界ならではの取組や導入後の効果を発表します。

本セミナーを通じ、テレワークの導入が様々な事情や特性を持つ人のワークライフバランスの充実を図り、多様な人材の採用と定着につな

がることを一緒に学びましょう ！

１ ． 概　 要
　 医療・ 福祉、 卸売・ 小売、 サービス向け： テレワーク で顧客と 社員から 選ばれる企業に

開催日時 令和６年10月25日（金）　13：30～15：00（Zoomウェビナー）
基調講演
講　　師 一般社団法人日本テレワーク協会　専務理事　奥　敬祐 氏

事例発表
企業情報

・株式会社RST（静岡市）
太陽光発電・蓄電池・EV 充電設備

・株式会社一の湯（神奈川県）
温泉旅館のチェーン化経営

・エールあい介護サービス有限会社（千葉県）
訪問介護と居宅介護支援のサービス

２ ． スケジュ ール
13：30～14：10　第１部　テレワーク導入に関する基調講演

14：00～15：00　第２部　先進企業の事例紹介

３ ． 詳細及び申込
　 　 株式会社るるキャ リ ア（ 事業受託者）
　　・ＵＲＬ：https://lulucareer.com/seminar
　　・ｍａｉｌ：info@lulucareer.com
　　・電話番号：054-207-8001

〔 お問い合わせ〕

　 静岡県経済産業部　労働雇用政策課　

電　話  0 5 4 -2 2 1-2 3 3 4 　　　メール  roudou-k oy ou@ p re f .sh izuok a .lg .j p

https://lulucareer.com/seminar
mailto:info@lulucareer.com
mailto:roudou-koyou@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/10/16

タイトル 令和６年度国民健康保険関係者功績厚生労働大臣表彰
の受賞者決定

担　　当 健康福祉部 健康局国民健康保険課

連 絡 先 事業運営班

TEL 054-221-2333

厚生労働省では、国民健康保険事業に対する功績が特に顕著であって、他の模範と認められる国民健康保険関係役職員に対し、
その功績を讃え労苦に報いることを目的に、「国民健康保険関係者功績厚生労働大臣表彰」を行っています。

今年度は、本県からは３人が受賞し、東京都内において表彰式が執り行われます。

１　県内の被表彰者　※敬称略

（ふりがな）
氏　　　名

役　　　職

（しばた　みほこ）
柴田　美保子

東伊豆町健康づくり課参事

（たかくわ　ひろし）
高桑　博

静岡県国民健康保険診療報酬審査委員会委員

（せとお　ひさゆき）
瀬戸尾　久幸

静岡県国民健康保険団体連合会事務局次長

２　表彰式
(1) 日時　令和６年10月21日(月) 午後２時から午後２時50分まで
(2) 場所　ベルサール虎ノ門

（東京都港区虎ノ門２－２－１
住友不動産虎ノ門タワー（旧ＪＴビル）２Ｆ）

※ 柴田氏、瀬戸尾氏は本人出席、高桑氏は代理出席の予定です。

＜参考：表彰基準＞
都道府県知事、国民健康保険中央会会長、全国国民健康保険組合協会会長及び全国国民健康保険診療施設協議会会長の推薦に

基づき、次の基準のいずれかに該当する者（過去に市区町村長、都道府県知事、国民健康保険団体連合会又は国民健康保険中央
会の表彰を受けたことがある者に限る。）
・　国民健康保険関係役職員として、通算20年以上（国民健康保険診療報酬審査委員会委員：10年以上）の期間を有する50歳以

上の者であって、国民健康保険事業の発展への功績が特に顕著である者
・　国民健康保険関係役職員として、国民健康保険事業の遂行に職責を果たした者



提 供 日 2024/10/16

タイトル しずおかマリッジ猫カフェで婚活イベントを開催しま
す！

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども未来課

連 絡 先 少子化対策班

TEL 054-221-2037

しずおかマリッジ
猫カフェで婚活イベントを開催します！！

「しずおかマリッジ」では、マッチングシステムによる出会いの機会の提供に加え、地域資源等を活用した各種イベント・セミナーを開催
し、会員同士の直接の出会い・交流の場を提供します。このたび、今年度６回目の市町連携婚活イベントを、静岡市で開催します。

１　開催概要
イベント名 「しずマリ」出会いイベントVol.6＠静岡市

～猫好きさん集まれ！！～
日時 令和６年10月19日（土）13時45分～16時30分
会場 保護猫カフェ「猫宿町」 （静岡県静岡市葵区七間町１６−７）
内容等

（予定）
・猫カフェから徒歩数分の「コミュニティーホール七間町」に集合してオリエン
テーション
・人宿町にある「保護猫カフェ」で可愛い猫で癒しの空間をお楽しみいただきま
す
・「コミュニティーホール七間町」に戻り２階の部屋を貸し切って個別トーク
13:30 受付開始
13:45 オリエンテーション・自己紹介
14:00 猫カフェでフリータイム
14:45 「コミュニティーホール七間町」へ移動して個別トーク
16:00 マッチング（結果発表・アンケート）
16:30 終了

参加者概要 (募集)28～38歳前後の会員男女各８人（計16人）
参考URL https://www.shizuoka-msc.jp/event/eventdetail.php?id=160

２　取材・報道に係るお願い
【取材申込】令和６年10月18日（金）までに
　　　　　　こども未来課少子化対策班（054-221-2037）に連絡をお願いします。
【当日受付】会場に到着後、担当者に御連絡ください。
　　　　　　車でお越しの場合は、近隣の有料駐車場を御利用ください。
　　　　　　なお、別紙「婚活イベント・セミナーの取材・報道について（御協力のお

　　　　　　　願い）」に沿った取材・報道の実施に御理解・御協力ください。

　３　今後のスケジュール（予定）

日程 開催市町 場所 内容
11月10日(日) 静岡市 静岡市役所静岡庁舎

新館３Ｆ「茶木魚」
総勢50名！ワンコイン大型マッチング
イベント♪

　●ふじのくに出会いサポートセンター概要
　・県と市町で構成する「ふじのくに結婚応援協議会」が、結婚を希望する者を支援する
　　ために運営する拠点。
　・マッチングシステムを活用した出会いの機会の提供のほか、会員を対象にした婚活
　　イベント等を開催。※詳細はHP（https://www.shizuoka-msc.jp/）を御覧ください。

お見合い成立 お友達成立 交際成立 ご成婚
5,929件 1,981件 323件 64件

（※令和６年９月30日時点）

https://www.shizuoka-msc.jp/event/eventdetail.php?id=160
https://www.shizuoka-msc.jp/


提 供 日 2024/10/16

タイトル 令和６年度　第３回静岡県公立大学法人評価委員会の
開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局大学課

連 絡 先 大学・学術班

TEL 054-221-3749

 令和６年度 第３回静岡県公立大学法人評価委員会の開催

（要　旨）

　静岡県公立大学法人の第４期中期目標（案）及び公立大学法人静岡文化芸術大学の第３期中期計画（変更案）について審議するため、令
和６年度第３回静岡県公立大学法人評価委員会を開催します。

（概　要）

１　日　時　令和６年10月21日（月）　午前９時30分～午前11時30分（予定）

２　会　場　静岡県庁別館９階特別第一会議室（オンライン併用）

３　内　容

【静岡県公立大学法人関係】

議題１　静岡県公立大学法人の第４期中期目標（案）

【公立大学法人静岡文化芸術大学関係】

議題２　公立大学法人静岡文化芸術大学の第３期中期計画の変更（素案）

【共　通】

報　告　静岡県公立大学法人及び公立大学法人静岡文化芸術大学のガバナンス

４　委員

伊東　幸宏
（公財）浜松地域イノベーション推進機構フォトンバレー
センター長、静岡県教育委員、元国立大学法人静岡大学学長

櫻井　　透 （株）静岡銀行　元会長

杉村　美紀 上智大学総合人間科学部教授

牧田　　恵 常葉大学職員、元県立浜松湖南高校校長

山本真由美 公認会計士　

※「静岡県公立大学法人評価委員会」とは、地方独立行政法人法に定める知事の附属
　機関で、静岡県を設立団体とする公立大学法人の業務実績の評価を行うほか、知事

による事前意見聴取に対する意見の提示を行う機関です。



提 供 日 2024/10/16

タイトル 令和６年度「ふじのくに交流会」を東京で開催します

担　　当 知事直轄組織 東京事務所

連 絡 先 渉外広報班

TEL 03-5212-9035

令和６年度「ふじのくに交流会」を東京で開催します

【要旨】
首都圏に在住し、オピニオンリーダーとして活躍する静岡県ゆかりの方々を対象に、分野を超えた幅広い交流を通じ首都圏での静岡県応援団の拡大

を図ることを目的に、「ふじのくに交流会」を開催します。

【概要】
１　日時、会場
(１)日時：令和６年10月21日(月)18時00分から20時15分
(２)会場：京王プラザホテル　本館５階　コンコードボールルーム
　　　　　（東京都新宿区西新宿２－２－１）

２　参加者：首都圏在住の静岡県ゆかりの方々等　約430名
(企業・省庁・県人会関係者、国会議員、各国大使、県議会議員、県幹部職員等)

３　内容
（１）第一部　県政報告(18時00分～18時30分)

内容 実施者
県政報告（30分） 鈴木康友　静岡県知事

（２）第二部　交流会（立食形式、18時45分～20時15分）
内容 実施者

開会挨拶 鈴木康友　静岡県知事
来賓紹介 各国大使、国会議員
乾杯 渡邉光一郎　県人会会長
歓談 ―
閉会挨拶 落合愼悟　静岡県議会議長

※県政PRブースの設置（15ブース）
※県産食材を使用した料理、県産の飲料等の提供



提 供 日 2024/10/16

タイトル 台湾の人気居酒屋が11 月１日から静岡県美食フェアを
初開催　フェアに先立ちメディア向け発表会を実施

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 海外交流班、静岡県台湾事務所

TEL 054-221-3066､010-886-2-2508-1515

台湾の人気居酒屋が11月１日から静岡県美食フェアを初開催

フェアに先立ちメディア向け発表会を実施

台湾北部に３店舗を展開する人気和風居酒屋、ABV日式居酒館では、2024月11月～2025年２月の４か月間にわたり「静岡県美食祭（静岡
県美食フェア）」を開催します。

今回のフェアは、静岡県台湾事務所（以下、当事務所。）がメニュー開発等の協力をしており、台湾北部３店舗にて静岡の食の魅力を堪能
できる特別メニューが登場します。

また、フェア開催に先立ちまして、メディア向け発表会を行いますので、是非ご参加ください。

１　静岡県フェア概要
（１）フェア実施期間：

【第一弾】2024年11月１日（金）～12月31日（火）
【第二弾】2025年１月１日（水）～２月28日（金）
　　※第一弾と第二弾では、提供メニューが異なります

　（２）第一弾提供メニュー（第二弾のメニューは後日公開）　　　
　　　　・和牛入り富士宮焼きそば　・桜エビのかき揚げ
　　　　・うなぎ茶漬け　・あさりの唐揚げ（抹茶塩添え）
　　　　・羽太の煮付け
　（３）フェア実施店

ABV日式居酒館３店舗
・台北中山店: 台北市中山北路二段39巷16-2号
・林口長庚店: 桃園市龜山区復興一路130-1号
・新竹関新店: 新竹市東区関新路173号

　　　店舗の詳細は公式ウェブサイト（https://www.abv.com.tw/）をご覧ください。

２　メディア向け発表会概要
（１）日時：2024年10月30日（水）台湾時間12:00～14:00
（２）会場：ABV日式居酒館　台北中山店（台北市中山北路二段39巷16-2号）
（３）取材等を希望される場合の連絡先・申し込み期日:
　　2024 年10 月21 日 （ 月 ）17:00までに以下連絡先まで、会社名、役職、お名前、

ご連絡先（電話番号、メールアドレス）をお伝えください。
【連絡先】

担当:静岡県台湾事務所 市川、増田
電話番号:+886-2-2508-1515　メールアドレス:shizuoka.tw@gmail.com

当事務所では今後も、様々な機関と連携し、本県のＰＲを実施してまいります。

●静岡県台湾事務所Facebook「発見。五感静岡」https://www.facebook.com/shizuokaken

https://www.abv.com.tw/
mailto:shizuoka.tw@gmail.com
https://www.facebook.com/shizuokaken


提 供 日 2024/10/16

タイトル 【訂正】令和７年度当初予算編成要領

担　　当 知事直轄組織 政策推進局財政課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-2032

※要旨部分の表記に誤りがありました。（本文訂正済）。詳しくは本文ＰＤＦをご覧下さい。（10/16 16時訂正）

１　要旨
　本日、政策推進担当部長から、各部局長、教育部長、警察本部長、企業局長、がんセンター局長に対して、令和７年度当初予算
の編成要領を通知
した。

２　本文
　
　令和７年度当初予算編成要領（通知）

　人口減少社会の更なる進行や、生成ＡＩなどのデジタル技術の急速な革新、地球規模での気候変動、国際情勢の不安定化など、
社会経済情勢が急激に変化する中、本県が直面する課題に的確に対応することが求められている。加えて、新しい時代を切り拓く
ため、前例やこれまでの常識にとらわれず、将来を見据えた新たな施策にも、柔軟かつ迅速に取り組む必要がある。
　令和７年度当初予算編成に当たっては、このような行政需要に的確に対応し、「幸福度日本一の静岡県」の実現に向けて、人口
減少対策、本県産業を牽引する活力の創造、全ての県民が安心・安全に暮らせる静岡県づくりなどの施策を推進する。
　一方、現時点の来年度予算の収支試算では、今年度並みの一般財源総額を確保できるものの、社会保障関係経費をはじめとする
義務的経費や投資的経費の増加等により、令和６年度当初予算を上回る６２０億円程度の財源不足が見込まれている。
これまで、各部局の協力を得て財政健全化の取組を進めてきたにもかかわらず、３年連続で財源不足額が５００億円を超えること
となる。加えて、この財源不足額の水準は、リーマンショック時に相当する大変厳しいものである。
　知事のもと、「幸福度日本一の静岡県」を目指し、本県の発展に向けた積極的な取組を行うことは、不可欠である。同時に、そ
の取組を実施するために、持続可能で健全な財政基盤を確保していくことも、また、大変重要である。
　各部局長におかれては、この状況を、改めて、十分に認識していただきたい。
　こうした厳しい財政状況の中、将来世代に対して責任を持ち、過度な負担を残さない健全な財政運営を実現するため、「税金は
１円たりとも無駄にしない」、「最小の経費で最大の効果を挙げる」という基本的な考え方のもと、歳出のスリム化と歳入の確保
を徹底する。
　特に、歳入確保について、まず、国庫支出金等の財源活用を検討することを、改めて、徹底していただきたい。その上で、こう
した財源が活用できない場合において、はじめて、県の一般財源を使うこととしていただきたい。
　各部局においては、部局調整案の提出に当たり、こうした点を十分に認識するとともに、国の予算編成の動向等にも留意した上
で的確に対応するよう通知する。

第１　基本方針

１　「幸福度日本一の静岡県」の実現に向けて、人口減少対策、本県産業を牽引す
　　る活力の創造、全ての県民が安心・安全に暮らせる静岡県づくりなどを推進す
　　る。

２　「税金は１円たりとも無駄にしない」という基本的な考え方のもと、徹底した
　　歳出のスリム化と歳入の確保に取り組むことで、将来を見据えた健全な行財政
　　運営を実現する。

第２　予算編成における取組

１　「幸福度日本一の静岡県」を実現する新たな施策の推進（財源の重点配分）
（１）チャレンジ事業
　　　本県が直面する課題解決に向け、時代を先読みした新たな取組を「チャレン
　　ジ事業」として、事前の知事協議を経た上で、所要額による部局調整案の提出
　　を可能とする。
　　　複数年度にわたる予算計上を念頭に置くほか、該当所属における事業量の増
　　加を踏まえ、職員の配置を含めた対応を図る。

（２）重点課題推進枠
　　　「幸福度日本一の静岡県」の実現に向け、戦略的政策展開の指定テーマに基
　　づき、各部局が重点的に実施する取組（新規、拡充事業に限る）は、所要額に
　　よる部局調整案の提出を可能とする。

　＜指定テーマ＞
　　１　人口減少対策
　　（１）抑制対策
　　（２）適応対策
　　２　本県産業を牽引する活力の創造
　　３　全ての県民が安心・安全に暮らせる静岡県づくり

２　財源不足への対応
　　極めて厳しい財政状況に陥りつつある中、将来を見据えた健全な行財政運営に
　取り組みつつ、新たな行政課題に着実に対応するため、歳出のスリム化と歳入確
　保を徹底する。
（１）部局の事業見直し
　　　近年の新規事業の総点検など徹底した事業のビルド・アンド・スクラップ、
　　決算状況等を踏まえた計上額の適正化、国庫支出金、外部資金等の歳入確保



　　など、部局調整案の提出に先駆けて実施している歳出・歳入の見直しの成果
　　に加え、さらなる見直しを行った上で提出する。
（２）予算編成過程における財源確保等
　　　全ての事業に対して聖域を設けることなく、予算編成過程の中で、計上額
　　を精査する。
（３）基金の活用
　　　本年度の歳入確保、歳出の見直しにより捻出された財源を、令和６年度２
　　月補正予算において財政調整用基金に積み増し、令和７年度の財源不足に活
　　用する。

３　活用可能基金の確保
　　令和８年度以降の財政運営に備え、一定程度の基金残高を確保する。
　　・翌年度以降活用可能な基金残高　５０億円程度

４　県債（通常債）残高の抑制
　　令和６年度に引き続き、新規発行額を償還額の範囲内に抑制する。

５　留意点
　　今後の国の予算編成の動向や地方財政対策、本県の税収の状況等によっては、
　予算編成全体のフレームを見直す場合があるので、留意すること。

第３　部局調整案提出基準

　部局調整案の提出基準は、以下のとおりとする。
　所要額により提出する事業は、経費を十分に精査し、真に必要な額とすること。
　また、財政健全化に向けて、徹底した歳出と歳入の見直しを図るため、枠配分
方式を廃止し、シーリング方式を導入する。

区 分 提出基準

・チャレンジ事業  事前の知事協議を踏まえた所要額
別枠事
業

・重点課題推進枠  所要額

・義務的経費
・義務的経費に準ずる経費
・税収関連法定経費
・年次計画経費（債務負担）

 所要額

・政策的経費
・年次計画経費（債務負担以外）  別に示す部局ごとの一般財源を上限とする

・一般公共・直轄  別に示す提出基準による

（注）義務的経費に準ずる経費及び年次計画経費（債務負担）の一般財源削減額について、部局調整案の提出前に財政課と協議の
上、政策的経費及び年次計画経費（債務負担以外）の一般財源の上限に加えることもできる。



提 供 日 2024/10/16

タイトル 【取材依頼】静岡県への企業進出を促進するビジネス
マッチングセミナーを開催！

担　　当 知事直轄組織 政策推進局総合政策課

連 絡 先 フロンティア推進班

TEL 054-221-2362

【取材依頼】静岡県への企業進出を促進するビジネスマッチングセミナーを開催！

若者及び女性の雇用を創出する企業を誘致するため、地方へのビジネス拡大をテーマとした「静岡県ビジネスマッチングセミ

ナー」を、スタートアップ支援の一大拠点『Tokyo Innovation Base』にて開催します。当日は、鈴木康友静岡県知事が登壇し、

静岡県の魅力と産業施策を紹介するプレゼンテーションを実施するとともに、パネルディスカッションにも参加します。

１ 概要
タイトル  静岡県ビジネスマッチングセミナー
開催日時  2024年10月21日（月）14:00 〜 18:00（13:30開場）
会　　場  Tokyo Innovation Base（東京都千代田区丸の内3-8-3）
定　　員  約100名（予定）

２ プログラム

予定時間 内　容

14:00～14:15 静岡県の魅力と産業施策の紹介

14:15～15:15 進出企業等によるパネルディスカッション

15:15～16:00 県内自治体によるプレゼンテーション

16:00～18:00 県内自治体や金融機関、教育機関等との個別相談会

３ パネルディスカッション登壇者
　静岡県知事　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木　康友(すずきやすとも)
　株式会社Relic　　　　　 代表取締役CEO　　　 北嶋　貴朗(きたじまたかあき)
　合同会社うさぎ企画　　　代表　　　　　　　　森田　　創(もりたそう)
　静岡キャピタル株式会社　シニアディレクター　山内　栄二(やまうちえいじ)
　　　　　　　　　モデレーター：株式会社ATOMica 代表取締役Co-CEO 嶋田瑞生

４ 入場方法
　ご来場の際は、一階受付までお越しください。なお、セミナー入場の際は、専用アプリの登録が必要となりますので、事前のご
登録をお願いいたします。

　
●詳細は「サテライトオフィスしずおか」内特設ページを御覧ください。
https://shizukuru.pref.shizuoka.jp/goshizuoka/index.html

https://shizukuru.pref.shizuoka.jp/goshizuoka/index.html


提 供 日 2024/10/17

タイトル 清水南高等学校・同中等部の生徒が、モンゴルの高校
生と交流します！

担　　当 教育委員会 清水南高等学校

連 絡 先 教頭　湯川　淑子

TEL 054-334-0431

清水南高等学校・同中等部の生徒が、
モンゴルの高校生と交流します！

令和６年度「行きたい学校づくり」
推進事業（探究学習推進）連携校取組

　清水南高校では、モンゴル国・ドルノゴビ県高校生訪問団25人（ドルノゴビ県18人、ドルノゴビ県以外７人）を受け入れ、学校
交流を実施します。
　Welcome Ceremony（歓迎会）ではお互いにパフォーマンスを披露し、５時間目、６時間目はモンゴルの生徒と一緒に授業を受け
て交流を深めます。放課後は生徒会の生徒の案内で部活動見学および体験をします。
　異国の生徒同士の交流を通して国際理解を深め、両国の友好の懸け橋となる生徒を育成します。

１　日　時
　　令和６年10月24日（木）午後０時20分頃から４時20分頃まで

２　会　場
　　清水南高等学校 (静岡市清水区折戸三丁目２番１号)

３　内　容
　(1)午後０時20分から１時まで　　　　高校２年４組の生徒とランチ交流
　(2)午後１時５分から１時35分まで　　Welcome Ceremony（歓迎会）
　(3)午後１時45分から２時30分まで　　５時間目　中等部、高校の授業参加
　(4)午後２時40分から３時25分まで  　６時間目　中等部、高校の授業参加
　(5)午後３時45分から４時20分まで　　部活動見学・体験

４　参加者
　　モンゴル高校生25人(ドルノゴビ県18人、ドルノゴビ県以外７人)、引率者５人
　　清水南高校　中等部生318人・高校生397人

５　お問合せ先
　　静岡県立清水南高等学校
　　電　話　054-334-0431
　　担　当　教頭　湯川　淑子
　　メール　toshiko01.yukawa@edu.pref.shizuoka.jp

６　その他
　(1)交流事業全体については、教育政策課からも記者提供を行います。
　(2)交流事業全体については、以下にお問い合わせください。
　　 静岡県教育委員会教育政策課　054-221-3674

「有徳の人づくり」を進めています。
静　岡　県　教　育　委　員　会　

mailto:toshiko01.yukawa@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2024/10/17

タイトル 令和６年度「読書県しずおか」づくり優秀実践校等・
優秀実践団体の表彰式を開催します

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3160

令和６年度「読書県しずおか」づくり優秀実践校等・
優秀実践団体の表彰式を開催します

静岡県教育委員会では、読書活動の推進において特色ある優れた実践を行っている園や学校、団体（個人）を顕彰しています。
本年度の被表彰園・学校・団体を決定しましたので、表彰式を開催します。

１　日時
　　　令和６年10月24日（木）午後３時30分から午後４時30分まで

２　会場
　　静岡県庁西館７階　静岡県教育委員会教育長室

３　次第
　(1) 開式
　(2) 出席者紹介
　(3) 教育長挨拶
　(4) 取組紹介
　(5) 表彰状授与
　(6) 受賞者より
　(7) 写真撮影及び歓談
　(8) 閉会

４　被表彰者
　(1) 静岡市立小島こども園 園長　丸山　智子　様
　(2) 浜松市立船越小学校 校長　中村　竜久　様
　(3) 南伊豆町立南伊豆東中学校 校長　長田　裕次　様
　(4) 静岡県立三島南高等学校 　　　教諭　川口　有里　様
　(5) 静岡県立天竜特別支援学校 校長　湯本　健治　様
　(6) おはなしハッピータイム（静岡市）　　　　　佐藤　智恵美　様

「有徳の人づくり」を進めています。
静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2024/10/17

タイトル 文部科学省事業「アジア高校生架け橋プロジェク＋」
等留学生教育長表敬訪問

担　　当 教育委員会 教育政策課

連 絡 先 政策企画班

TEL 054-221-3104

県内６校７名の留学生による教育長表敬訪問が行われます！
　文部科学省事業「アジア高校生架け橋プロジェクト＋」及び「異文化理解ステップアップ事業」にて、今年度、県内の高校に通学している留
学生７名が教育長を表敬訪問し、本県での留学生活に関する抱負や学校での活動・様子等について報告します。

１　日時　令和６年10月23日（水）午後４時30分から５時まで

２　会場　県庁西館７階　教育長室

３　訪問者
(1) 公益財団法人AFS日本協会（文部科学省事業受託者）

加藤　暁子(かとう　あきこ)理事長　
武田　光貴(たけだ　こうき)静岡支部長　他

(2) AFS留学生　
　　ア　アジア高校生架け橋プロジェクト＋

留学生 出身国 受入校
ライル アーロン モンテボン フィリピン 静岡県立浜北西高等学校
イサウラ ヘニン セラフィナ インドネシア 静岡県立静岡城北高等学校
カニシカ　シャー インド 聖隷クリストファー高等学校
アナール　アザム　ハキム インドネシア
カルサラ サハス スリランカ

静岡聖光学院高等学校

イ　異文化理解ステップアップ事業（秋期短期通学プログラム）
留学生 出身国 受入校

ジュリア　リバークジク ポーランド 静岡県立科学技術高等学校
ルイザ　シルバ ブラジル 静岡県立富士宮東高等学校

　
４　内容
　(1) 教育長あいさつ
　(2) 公益財団法人AFS日本協会理事長あいさつ
　(3) 留学生自己紹介
　(4) 歓談
　(5) 記念撮影

５　参考：文部科学省事業の概要
(1)アジア高校生架け橋プロジェクト＋

概要

アジア諸国を中心にG7メンバー国から日本語を学ぶ優秀な高校

生を日本全国の高校に招聘し、ホームステイや寮生活をしながら日

本の高校生と共に学び合い、国際交流を深めることで、日本の高校

生の留学意欲や国際的素養の向上、日本とアジア・G7メンバー国

の高校ネットワークの構築、互いの国に精通したリーダー、架け橋と

なる人材の育成に寄与する                          

　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和5年度～令和9年度まで5カ年）

2024年(第２期生)

受入実績

中国、韓国、モンゴル、タイ、カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナ

ム、マレーシア、フィリピン、インドネシア 他 

25 か 国 ・ 地域 より 、 全国 で100 名

留学（通学）期間 2024年8月26日（月）～　2024年12月13日（金）

　(2)異文化理解ステップアップ事業（秋期短期通学プログラム）

概要

海外で日本語を専攻している外国人高校生を4～6週間程度招聘

し、日本の社会や文化への理解を深めさせるとともに、日本人高校

生の異文化に対する理解や異なる文化を持った人々とともに生きて

いく資質能力の育成・向上を図るプログラム

2024年

受入実績

アルゼンチン、ブラジル、フランス、ギリシャ、ハンガリー、ラトビア、マ

レーシア、メキシコ、モンゴル他 　　　 全国 で35 名 （ 予定 ）

留学（通学）期間 2024年10月15日(火)　～　2024年11月8日(金)



「有徳の人づくり」を進めています。
静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2024/10/17

タイトル モンゴル国・ドルノゴビ県高校生訪問団が来静しま
す！

担　　当 教育委員会 教育政策課

連 絡 先 政策推進班

TEL 054-221-3674

モンゴル国・ドルノゴビ県高校生訪問団が来静します！

　モンゴル国及びドルノゴビ県から合わせて25人の高校生が来静し、下記の日程で様々な活動を行います。
　学校訪問や静岡市内研修では、静岡の高校生との交流も計画されています。

１　日程
　　令和６年10月23日（水）から10月28日（月）まで

２　主な予定（いずれも取材可能です）

　(1) 清水南高校訪問
　　　日時：10月24日（木）午後０時20分から４時20分まで
　　　住所：静岡市清水区折戸三丁目２番１号
　　　内容：ランチ交流、Welcome Ceremony（歓迎会）、授業参加、
　　　部活動見学・体験

　(2) 教育長表敬訪問
　　　日時：10月25日（金）午前９時30分から10時10分まで
　　　会場：静岡県庁別館21階展望ロビー
　　　内容：教育長挨拶、訪問団代表挨拶、記念品交換、モンゴル国生徒による
　　　　　　パフォーマンス

　(3) 静岡市内研修
　　　日時：10月27日（日）午前10時から午後３時まで
　　　内容：８月にモンゴル国を訪問した静岡の高校生が、モンゴルの高校生と
　　　　　　グループを組み、静岡駅周辺を案内します。
　　　　　　午前10時に県庁別館前からスタートします。

３　滞在期間中の行程
日付 行程
10月23日（水） 空路にて来日
10月24日（木） 日本平夢テラス→三保の松原→12:20清水南高校訪問
10月25日（金） 9:30教育長表敬訪問、県庁見学→明治製菓工場見学→登呂遺跡
10月26日（土） 蓬莱橋→玉露の里→葵サンプル
10月27日（日） 10:00静岡市内研修
10月28日（月） 空路にて帰国

４　お問合せ先
　　静岡県教育委員会教育政策課　054-221-3674

５　その他
　(1)記載の内容は変更となる可能性があります。
　(2)10月24日（木）清水南高校訪問については、清水南高校からも記者提供を行い
　　 ます。
　(3)清水南高校訪問については、以下にお問い合わせください。
　　 静岡県立清水南高等学校
　 　電　話　054-334-0431
　 　担　当　教頭　湯川　淑子
　 　メール　toshiko01.yukawa@edu.pref.shizuoka.jp

「有徳の人づくり」を進めています。
静　岡　県　教　育　委　員　会　

mailto:toshiko01.yukawa@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2024/10/17

タイトル 第50回衆議院比例代表選出議員選挙（東海選挙区）に
係る政見放送の日時

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 政見放送担当（地域振興課地域づくり班）

TEL 054-221-2204

令和６年10月27日執行の衆議院比例代表選出議員選挙（東海選挙区）における各衆議院名簿届出政党等の政見放送の日時につい
て、下記のとおり決定されました。

１　テレビによる政見放送

　ア　ＮＨＫ総合テレビ

　　令和６年10月21日（月）～24日（木）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前８時15分から午前８時55分まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後11時00分から午後11時40分まで

２　ラジオによる政見放送

　ア　ＮＨＫラジオ第一

　　令和６年10月21日（月）～24日（木）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後０時20分から午後１時00分まで



提 供 日 2024/10/17

タイトル 第50回衆議院議員総選挙の選挙公報等の印刷・配送

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 選挙公報担当　松井・宮崎

TEL 054-221-3184

令和６年10月27日執行　第50回衆議院議員総選挙の選挙公報及び第26回最高裁判所裁判官国民審査の審査公報を次のとおり印

刷・配送します。

１　印刷所（取材場所）

株式会社静岡新聞社 制作センター 発送ヤード（静岡市駿河区登呂3-1-1）

２　選挙公報の仕様

　　 衆議院小選挙区選出議員選挙公報　 ブランケット判　２ページ（各選挙区）

　　衆議院比例代表選出議員選挙公報　 ブランケット判　４ページ

　　最高裁判所裁判官国民審査公報　　 ブランケット判　２ページ

　

３　印刷日・配送日

令和６年10月19日（土）

　　（トラックへの積込作業を午前９時30分頃から順次行います。）

４　部数

　　　1,526,800部（前回　1,583,400部）

５　配送方法

　　トラックにより県内の各市区町選挙管理委員会等へ配送する。

６　その他

・積込作業等の取材を希望される場合は、取材車両の駐車場所の確保等のため、事前に県選挙管理委員会あて御一報くださ

い。

・選挙公報は市区町選挙管理委員会から選挙期日２日前（10月25日）までに、町内会等を通じて、又は新聞折込等により各世

帯に配布されます。

・病院、老人ホーム等県内634か所の不在者投票施設へは、印刷業者から発送する予定です。

・県立高校、私立高校、特別支援学校へは、県選挙管理委員会から配布します。



提 供 日 2024/10/17

タイトル 「ふじのくに未来デザイン」の優秀賞が決まります

担　　当 経済産業部 商工業局地域産業課

連 絡 先 地域産業班

TEL 054-221-2522

「ふじのくに未来デザイン」の優秀賞が決まります

～学生によるプレゼンと表彰式を開催～

　静岡県では、デザインを通じて、世界に羽ばたく人材を発掘し、将来、様々な分野で活躍してもらうことを目指して、学生向け
のデザインコンペティション「ふじのくに未来デザイン」を開催しています。今年度は、昨年度(15件)を大きく上回る、82件もの
応募をいただき、厳正なる審査の結果、10名の学生が書類審査を通過しました。今年度の優秀賞を決定するプレゼンテーション審
査と表彰式を開催します。

  １　日　時
　　令和６年10月26日（土）午前9時30分から12時10分まで

　２　場　所
　　静岡県庁別館20階第1会議室A（静岡市葵区追手町9番6号）

　３　内　容
　　(1) 書類審査通過者のプレゼンテーション（１名欠席）
　　(2) 審査員の投票により優秀賞を選定
　　(3) 表彰式

　４　プレゼンテーション発表者
No. 応募部門 応募品名 氏名 学校名

1  えほんおんがくコンサート 小峯さん  京都市立芸術大学

2  caremo 稲垣さん  日本大学

3  リストバンド型ヘルプマーク 杉山さん  静岡文化芸術大学

4  えほんおはなしカード 江﨑さん  静岡文化芸術大学

5
 一目でざっくりわかる　栄養バランスシー
ル 松本さん  静岡文化芸術大学

6

自由提案

 自然を楽しむきっかけ　でこぼこカバン 杉山さん  女子美術大学

7  美縒 黄楊さん  浜松学芸高等学校

8  静岡特産物カラークレヨン 野田さん  富士宮東高等学校

9

地場産業

 構造から作る！富士山プラモデル 石川さん  富士宮東高等学校

  ５　参考：昨年度からの変更点
　　(1) 応募資格を高校生相当まで拡大
　　(2) 地場産業部門の新設



提 供 日 2024/10/17

タイトル 【取材依頼】植物素材で循環経済の未来をつくる、
「ふじのくにセルロース循環経済国際展示会」を開催
します。

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 技術振興班

TEL 054-221-2985 

植物素材で循環経済の未来をつくる
「ふじのくにセルロース循環経済国際展示会」を開催します！！

県では、脱炭素社会や循環経済を実現する素材として注目されるＣＮＦ（セルロースナノファイバー）等のセルロース素材の社会実装に向
け、ふじのくにＣＮＦプロジェクトを推進しています。
　この度、この取組の一環として、 「 植物素材 」 と 「 循環経済 」 をテーマとした 、120 以上 の 企業 ・ 団体 が 集結 する 日本最大級 の 国際展示会 を 開
 催 します 。

ふじのくにセルロース循環経済国際展示会（詳細は、下記ＵＲＬのとおり）

区分 内　　容

日　時 令和６年10月24日(木)13時00分～16時00分
　　　　　　　　  25日(金)９時00分～15時00分

会　場 ふじさんめっせ大展示場（富士市柳島189-8）

内　容

（１） 企業・団体ブース（過去最多１２３社・団体が出展）
（２）セルロース素材を活用した車両展示
　・ ナノセルロースヴィークル（環境省）
　・ チームスズキＣＮチャレンジ車両（(有)トラス、スズキ(株)）
　・ 静岡県産木材等を使用したコンセプトカー（静岡県）※初披露

（３） 企業プレゼンテーション（過去最多37社・団体が登壇）

ＵＲＬ https://www.fujinokuni-cnf-2024.com

https://www.fujinokuni-cnf-2024.com


提 供 日 2024/10/17

タイトル 高校生献血ボランティア『アボちゃんサポーター』活
動の実施～静岡県立清水南高等学校の生徒さんへの委
嘱式を行います～

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬事企画班

TEL 054-221-2412

高校生献血ボランティア『アボちゃんサポーター』活動の実施
～静岡県立清水南高等学校の生徒さんへの委嘱式を行います～

　少子高齢化が進み、輸血用血液が必要となる高齢者が増える中、将来の献血を担う若い世代の献血者の減少が続いています。
　県では、献血開始年齢にあたる高校生を対象として献血への理解を深めていただくことを目的に、県内の高校生献血ボランティ
アを『アボちゃんサポーター』として委嘱し、同世代等に対し献血推進のための広報や啓発活動をお願いしています。
　このたび、静岡県立清水南高等学校において『アボちゃんサポーター』委嘱式を行います。

１ ボランティア委嘱式
(1) 日時

令和６年10月22日(火)　午後４時から４時50分まで　
(2) 場所

静岡県立清水南高等学校　
（静岡市清水区折戸3-2-1）

(3) 委嘱人数
　７名（高校生２年生）

(4) 内容
委嘱状交付、事業説明、献血セミナー

２ 『アボちゃんサポーター』について
　地域、学域等における献血広報や啓発活動への参画を通じ、今後の献血を担う若い世代の献血意識高揚を図るために、平成
10年から毎年度委嘱しています。
『アボちゃん』は、血液型のＡ・Ｂ・Ｏにちなんで命名された、平成３年生まれの静岡県献血キャラクターです。

３ 　取材、撮影等
　　当日、取材いただける場合は、事前に学校へ御連絡ください。
　（連絡先：０５４－３３４－０４３１　担当：養護教諭　望月先生）



提 供 日 2024/10/17

タイトル 「静岡県働きやすい介護事業所」の認証を行いまし
た！

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局介護保険課

連 絡 先 介護人材班

TEL 054-221-2084

「静岡県働きやすい介護事業所」の認証を行いました！

「静岡県働きやすい介護事業所認証制度」は、県が次の３点に関する一定の基準をもって審査し、認証を付与するものです。
１　キャリアパス制度・人材育成の推進
２　サービスの質の向上
３　労働環境の改善

このたび、新たに15事業所を認証し、43事業所の認証を更新しました。

＜今回認証した事業所＞
法人名 新規 更新

御前崎市 ― ３事業所
社会福祉法人十字の園 ３事業所 ―
社会福祉法人陽翔会 １事業所 ―
社会福祉法人峰栄会 ４事業所 ―
社会福祉法人斉慎会 　 １事業所 ―
社会福祉法人聖家族の園 ― １事業所
社会福祉法人聖隷福祉事業団  ― 19事業所

 社会福祉法人慈悲庵  １事業所  ２事業所
 社会福祉法人駿河厚生会  ５事業所 ―
 社会福祉法人天竜厚生会 ― １事業所
 株式会社伊豆の里 ― １事業所
 株式会社サンリッチ三島 ― １事業所

合　　計 15事業所 28事業所

これにより、現在、408事業所を認証しています。
就職先選定、またはサービス利用の参考としてご活用いただけるよう、広く紹介していきます。
詳細については、下記リンクよりご参照ください。
http://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/koreifukushi/kaigohoken/1040742/1002955/1023102.html

＜認証ロゴマーク＞

http://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/koreifukushi/kaigohoken/1040742/1002955/1023102.html


提 供 日 2024/10/17

タイトル 「静岡森づくり大賞」及び「しずおか未来の森サポー
ター企業表彰」の表彰式を開催します！

担　　当 くらし・環境部 環境局環境ふれあい課

連 絡 先 環境ふれあい班

TEL 054-221-2848

「静岡森づくり大賞」及び「しずおか未来の森サポーター企業表彰」の
表彰式を開催します！

県では、長年にわたり森づくり活動に尽力し他の模範となる功績のあった個人、団体、企業を表彰しています。
このたび、令和６年度の「静岡森づくり大賞」及び「しずおか未来の森サポーター企業表彰」の受賞者を決定したので、下記のとおり表彰式

を開催します。

１　受賞者
　（1）静岡森づくり大賞（知事褒賞）

区　分 受賞者 住　所

森を育むひと部門 株式会社キシル 浜松市

森を愛するひと部門 特定非営利活動法人
森づくりＳ川根・ＮＰＯ

島田市

　（2）しずおか未来の森サポーター企業表彰（功労表彰・知事褒賞）
区　分 受賞者 住　所

テルモ株式会社 東京都渋谷区
静岡巽ライオンズクラブ 静岡市

功労表彰
＜活動実績が

10年以上の企業＞ 株式会社技研測量 浜松市
株式会社アデランス 東京都品川区知事褒賞

＜活動実績が
５年以上の企業＞ 株式会社ＮＴＴドコモ　東海支社 愛知県名古屋市

２　表彰式
（1）日　時　　令和６年10月23日（水）午前10時00分～10時40分
（2）場　所　　静岡県庁東館２階県民サービスセンター内しずおか情報ステージ
　　　　　　　　（静岡市葵区追手町９番６号）
（3）授与者　　静岡県くらし・環境部長　池ケ谷　弘巳



提 供 日 2024/10/17

タイトル 静岡県防災・原子力学術会議令和６年度第１回原子力
分科会 津波対策分科会合同会議の開催

担　　当 危機管理部 原子力安全対策課

連 絡 先 原子力安全対策班

TEL 054-221-2078

静岡県防災・原子力学術会議令和６年度第１回原子力分科会 津波対策分科会合同会議を開催します。

（要旨）
浜岡原子力発電所に係る安全対策の取組状況に関する議論を行い、県民に向け情報発信するため、静岡県防災・原子力学術会

議の原子力分科会、津波対策分科会合同会議を開催します。
今回の会議では、中部電力が策定し、原子力規制委員会による新規制基準適合性審査により了承された浜岡原子力発電所の基

準津波について、各分科会委員の専門の立場から議論いただきます。

（開催概要）
１　日  時:令和６年10月28日（月）午後３時30分～５時30分

２　場　所：静岡県庁別館９階第１特別会議室（静岡市葵区追手町９番６号）

３　出席予定者：
 ＜静岡県防災・原子力学術会議＞
   原子力分科会委員、津波対策分科会委員
 
 ＜静岡県＞ 
   危機管理監、危機管理部長、危機管理部部長代理

 ＜説明者＞
   中部電力株式会社

４　議題
浜岡原子力発電所の基準津波について
（説明者：中部電力株式会社）

　 
   ５　傍聴について

　傍聴を希望される場合は、ＷＥＢ配信を御覧いただくようお願いいたします
　　・10月28日（月）午後３時30分～配信開始予定
　　　（https://youtube.com/live/OhwAnZyWxDo）

　　　　
　　（議事録をＨＰに掲載するまで配信予定です）

  　・静岡県原子力安全対策課ＨＰに当日資料とＷＥＢ配信用ＵＲＬを掲載します

６　報道関係者による取材について
　　・会場内で取材が可能です

https://youtube.com/live/OhwAnZyWxDo


提 供 日 2024/10/17

タイトル 静岡県の順位がわかる！「令和６年版統計ハンドブッ
ク」を発行

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 データ活用推進班

TEL 054-221-2298

このたび、「令和６年版統計ハンドブック～静岡県の１００の指標～」を発行しました。
　静岡県に関係の深い「１００の指標」から、全国における静岡県の順位などがわかります。
　　ポケットサイズで利用しやすく興味深い指標がたくさん掲載されていますので、
  是非御活用ください。
　　なお、お買い求めについては、静岡県統計協会までお問い合わせください。　

１　主な統計指標（10分野・100項目）

分野 項目数 主な指標

県勢基本指標 14 総人口、婚姻率・離婚率、面積、年平均気温など

危機管理 ４ 有感地震回数、救急車到着所要時間別出動件数など

教育 10 大学・短大等進学率、留学生数など

文化・観光 ６ 宿泊者数、ホテル・旅館数、温泉数など

経済・産業 20 県内総生産、県民所得、有効求人倍率など

くらし・環境 17 消費者物価地域差指数、ごみ排出量など

健康・福祉 15 平均寿命、合計特殊出生率、生活保護率など

交通・基盤 ４ 道路実延長、自動車保有台数など

防犯・警察 ５ 刑法犯認知件数、交通事故発生状況、出火件数など

行政経営 ５ 歳入総額、歳出総額、財政力指数など

２　規格等

　　サ イ ズ　縦14.5cm×横9.5cm（ポケットサイズ）

　　　ページ数　108ページ

３　販売問合せ

　　静岡県統計協会（県庁東館６階　データ活用推進課内）

　　　T E L　054-221-2298

　　　価 格　４４0円（税込）



提 供 日 2024/10/18

タイトル 東部特別支援学校伊東分校が伊東市立伊東小学校と学
校間交流を行います

担　　当 教育委員会 東部特別支援学校伊東分校

連 絡 先 教頭　板垣　久

TEL 0557-32-3150

東部特別支援学校伊東分校が
伊東市立伊東小学校と学校間交流を行います

　東部特別支援学校伊東分校は、平成11年度から令和４年度までの24年間、併置されていた伊東市立西小学校と学校間交流を行っ
てきました。昨年度、両校の移転を機に新たな交流の在り方を検討し、今年度より、本校と伊東市立伊東小学校との学校間交流
（直接交流）を開始しました。
　このたび、伊東小学校の４年生が来校し、本校小学部４年生と福祉学習の体験等を行うことになりました。

１　日　時
　　令和６年10月25日（金）午前10時35分から11時20分まで
　　※雨天の場合は11月15日（金）に延期

２　会　場
　　静岡県立東部特別支援学校伊東分校（伊東市岡1270－１）

３　内　容
　・特別支援学校内にあるバリアフリー機器（昇降機やスロープ等）を校内探検で一緒に探す
　・体育館にて親睦を深めるための活動を実施

４　参加者
　・東部特別支援学校伊東分校　小学部４年生４名及び担任
　・伊東市立伊東小学校　４年生80名及び担任

５　お問合せ先
　　静岡県立東部特別支援学校伊東分校
　　電　話　0557-32-3150

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2024/10/18

タイトル 【開催中止】第32回静岡県高校生エコラン大会が開催
されます！

担　　当 教育委員会 掛川工業高等学校

連 絡 先 教頭　小林　礼治

TEL 0537-22-7255

第32回静岡県高校生エコラン大会

が開催されます！

※悪天候が予想されるため、開催を中止します。（10月18日14時変更）

　地球環境を考えさせ、高校生の技術力の向上を図るとともに、チームワークの大切さを学ばせ、実践的なものづくり人材の育成に資すること
を目的とした「第32回静岡県高校生エコラン大会」が開催されます。

高校生が創意工夫を凝らして製作したエコランカー（ガソリン自動車、電気自動車、燃料電池車）を持ち寄り、実際に走行させてその省燃費
を競います。

１　開催日時※開催中止
　　 令和 ６ 年10 月19 日 （ 土 ）（ 予備日10 月20 日 （ 日 ））
　　 ※ 延期 の 判断 は 、18 日 （ 金 ） 正午 までに 行 います 。

 午前10 時 ～： 電気自動車部門
 午前11 時 ～： 燃料電池車部門 ・ 電気自動車部門 （ 並走 ）　
 午後 １ 時 ～： ガソリン 自動車部門

２　会　場
　　静岡県自動車学校　静岡校（静岡市葵区宮前町71-1）

３　内容
　　各部門の詳細につきましては、添付資料を参照願います。

４　参加校
　　県内県立高等学校10校（伊豆総合高校、御殿場高校、沼津工業高校、吉原工業高校、

科学技術高校、島田工業高校、掛川工業高校、浜松城北工業高校、浜松工業高校、
浜松湖北高校）及び国立沼津工業高等専門学校

５　問い合わせ先
　　静岡県立掛川工業高等学校
　　電　話：0537-22-7255
　　担　当：機械科長（大会事務局）　教諭　松浦　裕治郎

「有徳の人づくり」を進めています。
静岡県教育委員会　



提 供 日 2024/10/18

タイトル 民間企業等において派遣研修を行った教員による成果
報告会を開催します！

担　　当 教育委員会 教育政策課

連 絡 先 人権・教員育成班

TEL 054-221-3133

民間企業等において派遣研修を行った教員による成果報告会を開催します！

　令和５年度、民間企業等で６か月又は１年間、「民間企業等長期派遣型研修」を実施した小学校、中学校、高等学校、特別支援
学校の教員９名による成果報告会を開催します。

１　概要
　　民間企業等長期派遣型研修の成果を学校現場に還元するとともに、受入企業への御礼と報告を行うために、受入企業関係者、
学校・教育委員会関係者等を招いて、成果報告会を開催する。

２　日時
　　令和６年10月23日（水）　午前９時15分から11時40分まで
　　　　　　　　　　　　　（午前８時45分　受付開始）

３　会場
　　静岡県庁西館４階第１会議室Ｂ（オンライン併用）

４　参加者　
　　学校関係者、受入企業関係者、教育委員会関係者　約50名

５　次第
　⑴　開会
　⑵　教育長挨拶
　⑶　令和５年度研修生の成果報告
　⑷　教育監のことば
　⑸　閉会

６　問合せ先
　　教育政策課人権・教員育成班（佐野、中村）　電話：054-221-3133

（参考）受入先企業　※順不同
　　　ELFIE GREEN 株式会社、浜松光電 株式会社、株式会社 リクルート、
　　　株式会社 静岡銀行、加和太建設 株式会社、株式会社 エスパルス
　　　株式会社 静岡新聞社　静岡放送 株式会社
　　　公益社団法人 ふじのくに地域・大学コンソーシアム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡県教育委員会



提 供 日 2024/10/18

タイトル 山田芳朗氏（静岡市）が令和６年度農林水産祭林産部
門で日本農林漁業振興会会長賞を受賞

担　　当 経済産業部 森林・林業局林業振興課

連 絡 先 林業振興班

TEL 054-221-2667

山田芳朗氏（静岡市）が令和６年度農林水産祭林産部門で
日本農林漁業振興会会長賞を受賞

１　要旨

令和６年10月２日、令和６年度農林水産祭天皇杯等三賞受賞者が決定され、山田芳朗氏（静岡市）が林産部門（経営・林業経営）
で日本農林漁業振興会会長賞を受賞した。本県における林産部門の三賞受賞は３年連続となる。

なお、受賞者の表彰は11月23日（土）に明治神宮会館（東京都）で開催する農林水産祭式典において行われる予定。

２　受賞内容と主な受賞理由
賞 受賞者 部門・出品財 主な受賞理由

日本農林漁業
振興会会長賞

（やまだ　よしろう）

山田芳朗氏

（静岡市）

林産部門
経営

（林業経営）

・高密度路網に車両系の高性能林業機械
を投入し、良質な木材生産による林業経
営を実践
・平成17年にすべての自己所有林を含む
林業研究グループの所有林で、森林認証
を取得
・認証林において森林施業や教育研修、
森林被害の調査等を定期的に実施し、収
益を確保しつつ持続可能な林業経営を確
立

（参考１）農林水産祭天皇杯等
　　過去１年間の農林水産祭参加表彰行事において、農林水産大臣賞を受賞した者の中から、７部門（農産・蚕糸、園芸、畜産、林産、水

産、多角化経営、むらづくり）ごとに、天皇杯、内閣総理大臣賞、日本農林漁業振興会会長賞を決定

（参考２）近年の本県における林産部門の三賞受賞者

年度 賞 受賞者 出品財

平成８年 内閣総理大臣賞 萩原利明氏 産物（乾しいたけ）

平成23年 天皇杯 竹川将樹氏 経営（林業経営）

平成29年 内閣総理大臣賞 森下廣隆氏 経営（林業経営）

令和４年 天皇杯 渡邊定元氏 経営（林業経営）

令和５年 内閣総理大臣賞 朝香博典氏 産物（乾しいたけ）

令和６年 日本農林漁業
振興会会長賞

山田芳朗氏 経営（林業経営）



提 供 日 2024/10/18

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（10/11～10/17）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 家畜衛生防疫班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第562報）
＜野生イノシシの豚熱検査結果（10/11～10/17）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の69頭で、うち２頭で豚熱ウイルスの感染を確認しました。

陽性は、27番目（604例目）、68番目（605例目）です。

平成30年９月以降、16,775頭（死亡385頭、捕獲16,390頭）の検査を実施し、605頭の陽性（死亡170頭、捕獲435頭）を確認して

います。

＜次ページへ続く＞



＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html


提 供 日 2024/10/18

タイトル 技能検定合格証書における合格者の生年月日表示誤り

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 ものづくり人材班

TEL 054-221-2823

１　要 旨

県及び静岡県職業能力開発協会（以下「協会」）で実施した令和６年度技能検定の合格証書について、一部の合格者の生年月日の表示誤

りが判明した。

２　概 要

(1)内 容

　　　令和６年４月から９月にかけて実施した前期試験において、技能検定３級の合格者（246人）のうち35人の合格証書について、生年月

日の表示に誤りのある状態で交付した。

　　（合格者及び表示誤り該当者の内訳）

区分 全体 うち団体申込分 うち個人申込分

合格者全体 246人 240人（49団体） ６人

うち表示誤り該当者 35人 33人（16団体） ２人

　(2)経 緯

月　日 経 緯 等

10月10日 検定合格者に対し合格証書発送

10月11日午後

・合格者所属団体から担当課に連絡があり判明

・担当課から合格者（団体申込分は団体担当者、個人申込分は

受験者本人）に対し、以下の３点を連絡

１．合格証書の表示誤り発生を連絡

２．後日、正しい生年月日を記載した合格証書を発送

３．（団体のみ）団体内での合格証書の配布停止を依頼

　(3)原 因

　　　協会による合格者のデータ作成作業において、電算処理の誤りにより生年月日が実際と異なるデータを作成した。さらに、当該データ

を基にした県による合格証書作成作業で、表示誤りを発見することができなかった。

(4)関係者への対応

・対象者35人分について、団体及び個人へ連絡及び謝罪を実施済み

・速やかに正しい生年月日を記載した合格証書を交付のうえ、表示誤りのある合格証書を回収

３　再発防止策

・県及び協会において、データ作成作業のマニュアルを整備する

・協会でのデータ作成及び県での合格証書作成に係る作業手順を点検のうえ、チェック体制の強化を図る



提 供 日 2024/10/18

タイトル 夏季期間中の観光施設及び海水浴場における入込客数
の動向

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3638

夏季期間中の観光施設及び海水浴場における入込客数の動向
１　要　旨

　　令和６年の夏季期間中（７月１日～８月31日）の主要観光施設（42施設）の入込客数は、約425万137人で前年比 97.6％となっ
た。

　　また、海水浴場（55か所/16市町）における入込客数（海水浴客数）は、約76万6858人で前年比 82.7％となった。

２　観光施設の入込客数
・前年と比較すると、13施設で増加・29施設で減少した。
・連日の猛暑の影響により、屋外施設の入込客数が大きく減少した。
・南海トラフ地震臨時情報発令や、８月下旬の台風による公共交通機関の運休の影響により、入込客数が減少した。
・インバウンドの増加等により、入込客数が増加した施設もあった。

＜観光施設の入込客数 上位５施設＞　　　　　　　　　　　   （単位：人）

順位 施設名 市町 令和５年 令和６年 対前年比

１ 道の駅　富士川楽座 富士市 757,489 787,446 104.0％

２ エスパルスドリームプラザ 静岡市 513,000 646,000 125.9％

３ 道の駅　伊東マリンタウン 伊東市 479,247 451,570 94.2％

４ 三島スカイウォーク 三島市 224,000 203,000 90.6％

５ ＫＡＤＯＤＥ　ＯＯＩＧＡＷＡ 島田市 163,851 153,705 93.8％

全　体 4,356,411 4,250,137 97.6％
※ 順位は、公表可36施設で比較

３　海水浴客数
　・前年と比較すると、２市町で増加・14市町で減少した。
　・連日の猛暑や南海トラフ地震臨時情報発令の影響で、海水浴客数が減少した。

＜主な市町の状況＞　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

市町 概　要 令和５年 令和６年 対前年比

下田市 連日の猛暑や熱中症警戒アラートの発令の影
響を受け、海水浴客が約６万人減少 266,660 206,210 77.3％

牧之原市 ８月中旬には、前年を超える海水浴客が訪れ
たが、下旬の台風で最終的には前年より減少 152,000 142,000 93.4％

熱海市 お盆時期に海水浴客が集中し、３か所すべて
の海水浴場で増加 91,985 101,348 110.2％

西伊豆町 南海トラフ地震臨時情報発令期間中に、町内
２か所の海水浴場を遊泳禁止 48,602 20,654 42.5％

全　体 927,794 766,858 82.7％



提 供 日 2024/10/18

タイトル 子ども観光大使認定講座「酪農王国オラッチェ～体験
を通して丹那牛乳のこだわりを学ぼう～」

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3638

令和６年度第７回子ども観光大使認定講座を開催します
～酪農王国オラッチェ　体験を通して丹那牛乳のこだわりを学ぼう～

　県では、小さな頃からふるさとに興味を持ち、その魅力を学び、自ら発信できる子どもたちを育成するため、「めざせ！ふじの
くに子ども観光大使」事業として、県内各地域で認定講座を開催しています。
　今年度、７回目となる今回の講座では、酪農王国オラッチェの磯野夏様や丹那の酪農家の皆様にご協力いただき、牛乳工場見学
や乳しぼり体験、牛たちのコンテスト（共進会）体験などを通して、丹那牛乳のこだわりや美味しさの秘密、作っている方々の思
いを学びます。

(１)子ども観光大使認定講座
　　「酪農王国オラッチェ　体験を通して丹那牛乳のこだわりを学ぼう」

区　分 内　　容

日　　時 令和６年10月19日（土）　午前９時45分～12時15分
（受付開始：午前９時30分）

会　　場 酪農王国オラッチェ（田方郡函南町丹那349-1）

講　　師 酪農王国オラッチェ　動物農場担当　磯野　夏　様、
丹那の酪農家の皆様

対　　象 県内在住の小・中学生

参加人数 20名程度（予定）

講座内容 酪農に関する授業、牛乳工場見学、乳しぼり体験　ほか

(２)子ども観光大使とは
　「地域を支える観光人材の育成」を推進するため、子ども観光大使認定講座に３回以上参加し、観光ハガキ等で地域の魅力を発
信するなどの条件を満たした小中学生を「子ども観光大使」として認定しています。
　認定された子どもたちには、元気に、そして自信を持って、静岡県の良いところや魅力を周りの人に発信する役割を期待してい
ます。

(３)今後の予定
回　次 日　程 場　所 内　容

第８回 11/10(日) 富士宮市 あさぎりフードパークで第６次産業を学ぼう

第９回 12/15(日) 静岡市 舞台芸術公園で演劇体験！

[主　催]　ＮＰＯ法人子ども未来、静岡県 
[事務局]　ＮＰＯ法人子ども未来



提 供 日 2024/10/18

タイトル 「手揉み製茶」の国登録無形文化財登録に伴い、
手もみ製茶技術保存会が保持団体に認定されます！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化財課

連 絡 先 文化資源活用班

TEL 054-221-3183

「手揉み製茶」の国登録無形文化財登録に伴い、
手もみ製茶技術保存会が保持団体に認定されます！

文部科学省の文化審議会は、10月18日（金）に開催される、同審議会文化財分科会の審議・議決を経て、「手揉み製茶」の登録無形文化
財の登録を文部科学大臣に答申します。併せて、県内を拠点とする「手もみ製茶技術保存会」が保持団体として認定されます。
　今回答申により、県内の保持団体としては初めての認定となります。

１　登録無形文化財「手揉み製茶」
手揉み製茶は、茶種のひとつである煎茶、かぶせ茶又は玉露を手作業で作り上げる伝統的なわざである。

　大正時代に確立した標準的な製法により、全国に広がった手揉み製茶は、生活文化に係る歴史上の意義を有し、かつ美的な評価を含む
わざとして、文化財としての価値が認められた。

２　保持団体「手もみ製茶技術保存会」
（１）代表者：中森　慰（なかもり　やすし）
（２）事務所所在地：静岡市葵区北番町94
　　　　　　　　　　　株式会社静岡茶市場　全国手もみ茶振興会事務局内
（３）会員数：68名（令和６年７月25日現在）
　　　　　　　　11府県の構成員のうち、静岡県が41名
（４）概要

　　手揉み製茶のわざの継承及び向上を目的として、平成５年結成の全国手もみ茶振興会を母体に、特に高度なわざの保持者によって、令和
６年に結成された、手揉み製茶の技術継承に関する唯一の全国団体で、技術保持の活動の中心となっているのは静岡県である。

３　静岡県指定無形民俗文化財「手揉み製茶技術」について
　本県では、平成22年に「手揉み製茶技術」を静岡県指定無形民俗文化財に指定している。その対象は静岡県内で伝承される「八流派」（倉
開流、川上流、幾田流、青透流、小笠流、興津流、川根揉切流、興津流）に代表される、本県各地域の生活に根ざした民俗技術としての手揉
み製茶技術である。

今回、国の無形文化財として登録された「手揉み製茶」は全国に共通する「人のわざ」として評価されるものであり、本県指定文化財とは認
定区分が異なる。

４　連絡先
文化庁参事官（生活文化連携担当）：03-5253-4111（内線5044）
文化庁参事官（食文化担当）：03-5253-4111（内線5045）
手もみ製茶技術保存会：054-272-2714

　



提 供 日 2024/10/18

タイトル 富士製紙協同組合焼却施設４号機設置事業に係る静岡
県環境影響評価条例に基づく事後調査報告書の公表

担　　当 くらし・環境部 環境局生活環境課

連 絡 先 環境影響評価班

TEL 054-221-2268

「富士製紙協同組合焼却施設４号機設置事業に係る静岡県環境影響評価条例に基づく事後調査報告
書」を公表します

（要旨）
　平成24年度から実施している富士製紙協同組合焼却施設４号機設置事業に係る静岡県環境影響評価条例に基づく手続につ

いて、事業者である富士製紙協同組合から、事後調査報告書が提出されたので、条例に基づき報告書を公表するとともに、環境

の保全の見地からの意見を受け付けます。

１　概要

(1) 事業内容

　ア　事業名　富士製紙協同組合焼却施設４号機設置事業

イ　事業者　富士製紙協同組合

(2) 手続内容

　  事後調査報告書（※）の提出

　※予測の妥当性を検証するために環境の状況を把握する事後調査に係る報告書

２　公表・意見の提出

(1) 公表

令和６年10月21日（月）に県生活環境課ホームページに掲載します。

URL：https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/assessetc/1002649/1017975.html

(2) 縦覧

ＨＰでの公開の他に、以下の場所で紙資料での縦覧を行います。

（静岡県）県生活環境課

（富士市）富士市役所２階市民ホール、吉永北まちづくりセンター

（事業者）富士製紙協同組合

　※準備ができ次第、次の県有施設でも縦覧します。

　　県民サービスセンター（静岡県庁東館２階）、各財務事務所、西部農林事務所総務課

　　天竜分室、県立中央図書館、静岡県総合教育センター

(3) 意見の提出

　環境の保全の見地からの意見がある場合は、県に意見書を提出することができます。

　ア　提出期間

　　　令和６年10月22日（火）から11月21日（木）まで

　イ　提出方法

住所、氏名、連絡先（電話番号等）を明記した意見書（様式任意）を、次のいずれかの方法により、県生活環境課へ提出してください。

(ア) 持参の場合

開庁日（土曜日、日曜日及び祝日を除いた日）の午前８時30分から午後５時15分までに県生活環境課（静岡県庁西館６階）に持参し

てください。

(イ) 郵送の場合

以下の宛先に郵送してください。

〒420-8601　静岡市葵区追手町９-６　静岡県生活環境課

(ウ) ファクシミリ

県生活環境課のＦＡＸ番号（054-221-3665）宛て送信してください。

(エ) 電子メール

件名を「事後調査報告書に対する意見について」として、県生活環境課メールアドレス(seikan@pref.shizuoka.lg.jp)宛て送信してくださ

い。

３　今後の手続

　　環境の保全に支障をきたすおそれがある等と判断した場合は、事業者に対し、環境の保全について必要な措置を講ずるように求める場合
があります。

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/assessetc/1002649/1017975.html
mailto:seikan@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/10/18

タイトル ～静岡県環境影響評価審査会の開催～
「（仮称）浜松湖西豊橋道路（静岡県区間）環境影響
評価方法書」を審議します

担　　当 くらし・環境部 環境局生活環境課

連 絡 先 環境影響評価班

TEL 054-221-2255

静岡県環境影響評価審査会の開催

「（仮称）浜松湖西豊橋道路（静岡県区間）環境影響評価方法書」を審議します(１回目)

静岡県環境影響評価審査会において、「（仮称）浜松湖西豊橋道路（静岡県区間）環境影響評価方法書」の内容等について審議します。

（１回目の審議）

１　日　時

　　令和６年10月23日（水）午前９時30分から12時まで（予定）

２　会　場

　　県庁別館８階第１会議室Ａ・Ｂ（静岡市葵区追手町９番６号）

３　内　容

(1) 会長、副会長の互選

(2) 「（仮称）浜松湖西豊橋道路（静岡県区間）環境影響評価方法書」

　　・事業概要等の説明

　・審査会委員からの質疑応答

４　出席者　　

　・静岡県環境影響評価審査会委員

　・静岡県、浜松市（都市計画決定権者）

・国土交通省中部地方整備局浜松河川国道事務所（事業予定者）等

　　

５　傍聴の受付

・傍聴の受付は、 当日会場 において 先着順で行います。

（午前９時15分から受付開始、定員：10名）

・内容(2)については、午前10時頃から審議を行う予定です。

６　取材の受付

　　・取材を希望する場合は、当日会場で受付をお願いします。（事前申込不要）



提 供 日 2024/10/18

タイトル 【10／27】ベルテックス静岡のホームゲームでフード
ドライブを実施します！

担　　当 くらし・環境部 環境局廃棄物リサイクル課

連 絡 先 資源循環班

TEL 054-221-2426

ベルテックス静岡のホームゲームでフードドライブを実施します！

＜10/27(日)＞

食品ロス削減のため、プロバスケットボールチーム「ベルテックス静岡」と連携そてフードドライブを実施します。

参加してくださった方には先着でオリジナルグッズをプレゼントします。

ご家庭に眠っている食品がある方はぜひ会場までお持ちください！

フードドライブとは？

家庭で余っている食品を回収し、フードバンクなどを通じて食品を必要としている方に提供すること。

１　日　時

　　令和６年10月27日（日）　10:00～15:30

２　場　所

　　静岡市中央体育館　食品ロス削減ブース（屋外テント）

　　（静岡市葵区駿府町2-80）

　　※同日同会場でホームゲーム（ベルテックス静岡VS熊本ヴォルターズ戦（15:00～））が開催されます。

３　参加方法

　　ご家庭で余っている食品がある場合は上記会場までお持ちください。

　

　　＜回収している即品＞※下記条件をすべて満たしている必要があります。

・賞味期限が明記されており、かつ２か月以上のもの　　
・常温保存ができるもの
・未開封のもの

＜回収していない食品＞

・みりんやお酒などアルコール分を含む飲料や食料品
・もち米
・砂糖、塩
・水
・日本語表記がないもの

フードドライブやその場で実施するアンケートに御協力いただいた方には、先着でベルティデザインのオリジナルグッズをプレゼ

ントします。

４　問合せ先

　　静岡県くらし・環境部環境局廃棄物リサイクル課資源循環班

　　電話番号：054-221-2426　（当日：080-1051-7458）

５　その他

　　詳細は県ホームページを御覧ください。

　　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/recycle/recycle/1040875/1066772.html

　　

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/recycle/recycle/1040875/1066772.html


提 供 日 2024/10/18

タイトル 【10/26開催】親子で学ぶ大井川の水源としての森の働
き
「森・里・川・海のつながり学習会（森の回）」を開
催します。

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先

TEL 054-221-3597

～親子で学ぶ大井川の水源としての森の働き～
「森・里・川・海のつながり学習会～大井川編～」を開催します

                                                                      【第１回　森のフィールド】

県は、駿河湾の生態系保全等に向けた実践活動を促進するため、小学生親子を対象に、
「森」「里」「川」「海」の各フィールドと海の生物との関係を実験や観察を通じて体感し、
その保全の大切さを考えるきっかけを提供する学習会を開催します。
この度、第１回目となる「森」のフィールドでは、大井川の水源となる森のガイドウォーク等を通じて、
森が川や海の環境に与える影響を考えます。

　１　日時　令和6年10月26日（土曜日）午後１時～4時　
　　　　　　　※荒天が予想され事前に延期する場合は、10月25日（金曜日）報道提供でお知らせします。

　２　会場
　　　　 集合場所　鍋島公民館（島田市身成1546）

　３　参加者
　　　　 大井川流域の小学校４～６年生とその保護者（定員20名）
　　　　 ※募集は、大井川流域の小学校にチラシを配布して行いました。

　　　    ・研究者による研究紹介
　　　    ・水源の森ガイドウォーク、パックテスト（水質の簡易測定器）実験

 ・プランターを用いた森林機能を可視化する実験
 ・林業作業見学、軽作業体験

　５　その他
　　  ・取材いただける場合は、当日、直接会場へお越し下さい。
　　  ・本学習会は、「森」「里」「川」「海」各フィールドで１回づつ（計４回）開催します。開催概要は、添付のチラシにてご確認ください。

・昨年度、安倍川流域で開催した学習会では、参加者アンケートの結果、９割以上の方から「とても満足」又は「満足」との回答をいただきました。

【お問合せ先等】
　　 ・主催：県くらし・環境部環境局環境政策課　054-221-3597 （当日）080-3771-0737
　 　・運営：特定ＮＰＯ法人ホールアース自然学校（業務委託先）

参加者募集告知　　・　　 催事等 の 当日取材　　・　　実施事業等の紹介　　・　調査結果の公表



提 供 日 2024/10/18

タイトル 住生活月間講演会「快適な住まいづくりと収納」（講
師：収納王子コジマジックさんほか）を開催します！

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先 くらし・環境部建築住宅局住まいづくり課企画班

TEL 054-221-3070

　「静岡県住宅振興協議会」では、県民のより良い住生活並びに文化の向上などを目的として、講演会やセミナー、住宅表彰制度など様々な
取組をしており、その一つとして、国が定める10月の住生活月間に関連した「静岡県住生活月間講演会」を開催しております。
　今年度は、講師として収納王子コジマジックさんと第28回住まいの文化賞最優秀賞受賞事業者を招き、快適な住まいづくりと収納に関する
セミナーを開催します。

１　日 　時　令和６年12月８日(日）13：30～15：00（開場13：00）
２　場 　所　江﨑ホール　９階ホール（座席数 132席、静岡市七間町8-20　毎日江﨑ビル）
３　対象者　どなたでも（定員約120名、先着順）
４　参加費　無料
５　内　 容　静岡県住生活月間講演会「快適な住まいと収納セミナー」

第１部　「住まいの文化賞　受賞作品の紹介」（25分間）
紹介者：株式会社サン工房　設計 岡本 茂揮 さん

（第28回住まいの文化賞最優秀賞受賞事業者）
内　容：受賞作品の紹介（施主とのやり取り、プランのポイントなど）、県内の住宅事情や自社のこだわりなど

第２部　「収納王子コジマジックの笑って学べる収納セミナー」（１時間）
講　師：収納王子 コジマジック さん
内　容：収納基本編（整理収納の基本）、収納HOWTO編（整理収納現場のビフォーアフター）、収納挑戦編（すぐに実

践できる収納テクニック）
６　申　 込　当協議会HP、別添チラシのQRコードから（申込締切：令和６年12月１日(日））
７　問合先　静岡県住宅振興協議会事務局(県住まいづくり課内）

TEL:054-221-3070、E-mail:sumai@pref.shizuoka.lg.jp
＜参考＞ 静岡県住宅振興協議会会員

【正会員】(公社)静岡県建築士会、(一社)静岡県建築士事務所協会、(一社)静岡県建設業協会、(一財)静岡県建築住宅まちづくり
センター、静岡県森林組合連合会、(公社)静岡県宅地建物取引業協会、(一社)静岡県都市開発協会(独)住宅金融支援
機構横浜センター、静岡県木材協同組合連合会、全建総連静岡県建設労働組合、(公社)全日本不動産協会静岡県本
部、(公社)日本建築家協会東海支部静岡地域会、(一社)日本木造住宅産業協会静岡県支部、(一社)プレハブ建築協会
中部支部静岡県分会、NPO法人静岡県建築物安全確保支援協会、ＪＢＮ静岡県

【特別会員]静岡県（事務局）、静岡市、浜松市、沼津市、富士市
【賛助会員】14企業・団体

1208tirasi.pdf1208tirasi.pdf
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提 供 日 2024/10/18

タイトル ～めざせ！交通事故ゼロのまち～一般財団法人市川交
通安全財団様から、交通安全啓発品の寄贈を受けま
す！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

～めざせ！交通事故ゼロのまち～

一般財団法人市川交通安全財団様から、

　　　　　交通安全啓発品の寄贈を受けます！

　県ではこの度、一般財団法人市川交通安全財団様から、交通安全啓発品の寄贈を受けるとともに、同財団に対して知事感謝状
を贈呈します。

１  開催日時
　  令和６年10月24日（木）午後１時30分から（おおむね20分間）

２　開催場所
　　県庁西館４階　第１会議室Ｃ

３　出席者
（１）一般財団法人 市川交通安全財団
　　　理事長　市川　聡康（いちかわ　としやす）様
　　　事務局　市川　紘己（いちかわ　　ひろき）様
（２）静岡県
　　　くらし・環境部長 　　　　池ケ谷　弘巳（いけがや　ひろみ）
　　　同部 県民生活局長　　　　鈴木　孝子　（すずき　　たかこ）
　　　同局 くらし交通安全課長　入戸野　明　（にっとの　あきら）

４　式次第
（１）開式
（２）交通安全啓発品寄贈
（３）県知事感謝状贈呈
（４）記念撮影
（５）閉式



提 供 日 2024/10/18

タイトル 長田広告グループ長田広告株式会社様に静岡県交通安
全対策協議会会長感謝状を贈呈します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2549

～めざせ！交通事故ゼロのまち～

長田広告グループ長田広告株式会社様に

静岡県交通安全対策協議会会長感謝状を贈呈します！

　県では、自転車利用者や歩行者の死亡事故防止を図るため、県民への広報啓発を行っています。

　長田広告グループ長田広告株式会社様は、同社の屋外デジタルサイネージで、県が制作した自転車乗車用ヘルメット着用や反射材着用
を促進する啓発動画を無償で放映していただいています。

　この度、同社の協力活動に感謝の意を表し、静岡県交通安全対策協議会会長（会長：知事）感謝状を贈呈します。

１　感謝状贈呈式の概要

（１） 日時

　　　令和６年１０月２５日（金）午後２時から（概ね１５分間）

（２） 場所

　　　静岡県庁別館７階第２会議室Ａ

（３） 受賞者

　　　長田広告グループ　長田広告株式会社

　　　（中部支社　支社長　杉本　正章（すぎもと　まさあき）　様）

（４） 贈呈者

　　　静岡県くらし交通安全課長　入戸野　明（にっとの　あきら）

（５） 次第

　　ア　開式

　　イ　静岡県交通安全対策協議会会長感謝状贈呈

　　ウ　謝辞

　　エ　支社長挨拶

　　オ　閉式

２ 　協力活動の概要

（１） 活動内容

　　　屋外デジタルサイネージによる交通安全啓発動画の放映

（２） 活動開始時期

　　　令和６年９月

（３） 放映場所（デジタルサイネージ設置場所）

　　　静岡市葵区長沼南地先



提 供 日 2024/10/18

タイトル 第２回　静岡県知事・政令市市長会議の開催

担　　当 経営管理部 地域振興課

連 絡 先 地域政策班

TEL 054-221-2057

１　要旨

　　県、静岡市及び浜松市に共通する行政課題について意見交換し、
　

　緊密な連携と協調を深めることにより、行政効果の向上を図るた

　め、「静岡県知事・政令市市長会議」を開催する。

２　実施概要

項　目 内　容

日　時 　令和６年11月11日（月） 16時20分～17時30分

場　所

　

　ホテルアソシア静岡 ４階「カトレア」

　（静岡市葵区黒金町56番地）

出席者 　静岡県知事、静岡市長、浜松市長

テーマ

　（１）経済産業政策（スタートアップ）

　（２）防災・減災

　（３）現下の課題

備　考

　・会議は報道にフルオープンで実施します

  ・会議資料は当日に会場で配布します

　・会議終了後に同会場で囲み取材を実施します


